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私
は
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、「
開
か
れ

た
市
政
」「
活
力
あ
る
市
政
」「
公
正
で
公
平

な
市
政
」
の
３
つ
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
な

が
ら
、「
市
民
総
親
和
」
の
も
と
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
掲
げ
て
お
り
ま
す「
美
し
い
霧
島
市
」

「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
市
政
の
運
営
に
全
身
全
霊
を

傾
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

合
併
直
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
難
題
、
課
題
も

３
月
定
例
市
議
会
が
２
月
24
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
開
か
れ
、

前
田
市
長
は「
平
成
21
年
度
施
政
方
針
」を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
こ
の
３
年
間
の
成
果
を
踏

ま
え
、
１
期
４
年
間
の
集
大
成
と
し
て
「
熟

慮
断
行
の
年
」
と
位
置
付
け
、
情
熱
と
信
念

を
持
っ
て
、
市
政
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

経
済
危
機
に
伴
う

地
域
経
済
活
性
化
対
策

世
界
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
１
０
０
年
に
一
度

と
も
言
わ
れ
る
危
機
に
陥
っ
て
お
り
、
わ
が

国
の
経
済
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
特
に
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
や
雇
用

情
勢
の
悪
化
、
倒
産
件
数
の
増
加
な
ど
、
景

気
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

先
行
き
に
つ
い
て
も
当
面
悪
化
が
続
く
も
の

と
見
ら
れ
て
お
り
、
急
速
な
減
産
の
動
き
な

ど
が
雇
用
の
大
幅
な
調
整
に
つ
な
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
経
済
状

況
を
踏
ま
え
、
昨
年
12
月
に
「
緊
急
経
済
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
い
ち
早
く
「
霧
島

市
緊
急
経
済
対
策
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
５
回
の
対
策
本
部
を
開
催
し
、
中

小
企
業
経
営
安
定
策
と
し
て
の
利
子
補
給
を

は
じ
め
、
再
就
職
支
援
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
資
格
取
得
養
成
講
座
、
市
の
臨
時
職

員
の
雇
用
な
ど
の
各
種
対
策
を
講
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
補
正
予
算
に
、
地
域
経
済

活
性
化
対
策
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
発
行
事
業
の
助
成
な
ど
も
計
上
し
て
お

り
、
今
後
も
企
業
訪
問
な
ど
を
実
施
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
国
は
国
民
生
活
と

日
本
経
済
を
守
る
観
点
か
ら
「
当
面
は
景
気

対
策
」、「
中
期
的
に
は
財
政
再
建
」、「
中
長
期

的
に
は
改
革
に
よ
る
経
済
成
長
」
の
三
段
階
で

経
済
財
政
政
策
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

国
や
県
に
お
け
る
予
算
編
成

国
の
平
成
21
年
度
予
算
編
成
に
お
き
ま
し

て
は
、
世
界
的
な
経
済
金
融
危
機
に
あ
っ
て
、

国
民
生
活
と
日
本
経
済
を
守
る
た
め
の
施
策

を
大
胆
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
財
政
規
律

を
維
持
す
る
観
点
か
ら
「
経
済
財
政
運
営
と

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０
０
６
」、

「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
２
０
０
７
」

お
よ
び
「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
２
０

０
８
」
に
基
づ
き
、
財
政
健
全
化
に
向
け
た

改
革
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景

気
後
退
や
「
生
活
対
策
」
に
伴
う
地
方
税
や

地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
急

激
に
落
ち
込
む
中
で
、
社
会
保
障
関
係
経
費

の
自
然
増
や
公
債
費
が
高
い
水
準
で
推
移
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
財
源
不
足
が
大
幅

に
拡
大
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
た
こ
と
か

ら
「
基
本
方
針
２
０
０
６
」
な
ど
に
沿
っ
て
、

国
の
歳
出
予
算
と
歩
み
を
一
つ
に
し
、
給
与

関
係
経
費
や
地
方
単
独
事
業
費
の
抑
制
を
図

る
一
方
、「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対
策
」

を
踏
ま
え
、
雇
用
創
出
な
ど
の
た
め
、
地
方

明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）」
を
基

本
的
な
経
営
方
針
と
し
て
定
め
、「
第
一
次

霧
島
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
７
つ
の
政
策

を
着
実
に
実
行
し
ま
す
。

特
に
、
全
庁
横
断
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

行
政
資
源
の
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
、
優

先
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
な
８
つ
の
重
点

施
策
を
掲
げ
、
20
年
度
に
引
き
続
き
、
地
域

活
性
化
を
盛
り
込
ん
だ
「
霧
島
・
元
気
な
ふ

る
さ
と
再
生
予
算
」
と
し
て
位
置
付
け
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
本
市
独
自
の
施

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
編
成
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
の
総
額
を
４
９
４
億
２
千
万

円
と
し
、
平
成
20
年
度
と
比
較
し
て
５
億
１

千
万
円
、
１
㌫
減
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
21
年
度
は
景
気
の
悪
化
に
よ

り
、
法
人
市
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
市
税

や
地
方
譲
与
税
な
ど
で
平
成
20
年
度
に
比
べ
、

約
11
億
９
千
万
円
の
減
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
般
財
源
の
不
足
額
24
億
２
千
万
円

を
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
で
対
応
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
後
も
「
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健

全
財
政
」
を
維
持
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度

以
降
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
財
政
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生 

へ
の

挑
戦
を
さ
ら
に

続
け
て
い
き
ま
す
。

「
選
択
と
集
中
」。
霧
島
市
独
自
の
重
点
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
部
屋
」
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
度
は
「
価
値
創

造
」
を
念
頭
に
霧
島
市
の
「
黎れ

い

明め
い

の
年
」
と

し
て
、平
成
19
年
度
は
「
経
営
健
全
化
計
画
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

る
た
め
の
「
行
財
政
改
革
断
行
の
年
」
と
し
、

平
成
20
年
度
は
、
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画

の
初
年
度
と
し
て「
新
ふ
る
さ
と
草
創
の
年
」

と
位
置
付
け
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て

も
市
独
自
の
特
色
あ
る
施
策
を
積
極
的
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

熟
慮
断
行
の
年

◎８つの重点施策
①生活基盤の充実
②交通体系の充実
③子育て環境の充実
④市民参加によるまちづくりの推進
⑤農林水産業の振興
⑥商工業の振興
⑦観光業の振興
⑧雇用の促進

交
付
税
を
１
兆
円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
地

方
財
政
計
画
の
歳
出
を
増
額
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
鹿
児
島
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
「
県
政
刷
新
大
綱
」
に
基
づ
き
、
行

財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

21
年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り

一
層
の
歳
出
削
減
・
歳
入
確
保
の
取
り
組
み

に
よ
る
行
財
政
構
造
改
革
の
着
実
な
進
展
を

図
る
こ
と
と
し
、「
力
み
な
ぎ
る
・
か
ご
し
ま
」

の
実
現
を
目
指
し
「
安
心
・
活
力
・
改
革
継

続
予
算
」
と
し
て
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

霧
島
市
の
予
算
編
成

「
霧
島
・
元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生
予
算
」

現
在
の
本
市
の
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
・
県
同
様
に
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。「
霧
島
市
行
政
改
革
大
綱
」
や
「
霧

島
市
経
営
健
全
化
計
画
」
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
る
財
政
健
全
化
に
向
け
た
成
果
は
徐
々

に
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
財
政
健
全
化
に
向
け
、
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
度
予

算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
20
年
度
に
引
き

続
き「
持
続
可
能
な
健
全
財
政
の
確
立
」、「
将

来
市
民
負
担
の
軽
減
」、「
ビ
ル
ド
ア
ン
ド
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
推
進
」
お
よ
び
「
市
民
へ
の
説

平成21年度施政方針

広報きりしま  �



～霧島・元気なふるさと再生予算～
平成21年度当初予算

霧 島市の平成２１年度当初予算が平成２１年第１回市議会定例
会で審議され、３月２７日に可決されました。

平成２１年度予算につきましては、｢第一次霧島市総合計画｣に基
づく７つの政策を着実に実行するとともに、全庁横断課題を解決
するため、優先的に進めることが必要な８つの重点施策を掲げ、
平成２０年度に引き続き、地域活性化を盛り込んだ｢霧島・元気なふ

るさと再生予算｣として位置付け、予算編成を行いました。その結
果、平成２１年度一般会計予算の総額を４９４億２千万円とし、前年
度と比較して５億１千万円、１％減の予算といたしました。
７つの特別会計の総額は、２４２億７，４４７万円、前年度と比較し、
９．６％減となりました。

◎各会計予算規模
区　　　　分 H21年度 H20年度 増　減　額 増減率

一 般 会 計 494億2,000万円 499億3,000万円 △5億1,000万円 △1.0%

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 135億2,285万円 136億291万円 △8,006万円 △0.6%
後期高齢者医療特別会計 11億1,404万円 11億8,321万円 △6,917万円 △5.8%
老 人 保健医療特別会計 3,813万円 22億8,111万円 △22億4,298万円 △98.3%
介 護 保 険 特 別 会 計 79億6,120万円 76億4,200万円 3億1,920万円 4.2%
交通災害共済事業特別会計 3,166万円 3,197万円 △31万円 △1.0%
下 水 道 事 業 特 別 会 計 15億2,853万円 20億2,377万円 △4億9,524万円 △24.5%
温 泉 供 給 特 別 会 計 7,806万円 7,960万円 △154万円 △1.9%
小 計 242億7,447万円 268億4,457万円 25億7,010万円 △9.6％

合　　　　　計 736億9,447万円 767億7,457万円 △30億8,010万円 △4.0%

区　　　　分 H21年度 H20年度 増　減　額 増減率
市 民 税 55億5,100万円 65億1,180万円 △9億6,080万円 △14.8%
固 定 資 産 税 71億7,104万円 72億2,766万円 △5,662万円 △0.8%
軽 自 動 車 税 2億8,900万円 2億7,940万円 960万円 3.4%
市 た ば こ 税 7億1,400万円 7億4,000万円 △2,600万円 △3.5%
都 市 計 画 税 6億4,300万円 6億4,000万円 300万円 0.5%
そ の 他 1億2,001万円 1億1,001万円 1,000万円 9.1%

合　　　　　計 144億8,805万円 155億 887万円 △10億2,082万円 △6.6%

◎市税の内訳

土木費
42,001円

道路、公園、公営住宅の整
備などに

民生費
109,698円

児童、高齢者、障がい者の
福祉推進などに

その他

公債費
67,769円

これまでの施設整備などで
借りたお金の返済に

10,851円

総務費
50,467円

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務などに

商業、観光の振興および市
議会運営、災害復旧などに

教育費
48,542円

学校の管理運営や施設整備お
よび生涯学習の推進などに

農林水産業費
13,873円

農業、林業、畜産業、水産
業の振興などに

消防費
14,084円

消防活動や救急業務などに

衛生費
27,684円

ごみ、し尿の処理や健康増
進事業などに

市民一人あたりの予算

384,969円

※�人口は平成21年2月1日�
現在の128,374人

消防費 19億6,731万円（3.9%）  農林水産業費 17億2,088万円（3.4%）  その他 14億4,235万円（3.0%）◎歳出の目的別分類の状況（一般会計）

平成21年度
総額
494億2,000万円

平成20年度
総額
499億3,000万円

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500（億円）

民生費
140億3,169万円

（28.1%）

公債費
85億8,925万円

（17.2%）

総務費
66億9,667万円

（13.4%）

教育費
61億9,232万円

（12.4%）

土木費
59億1,146万円

（11.8%）

衛生費
33億

7,807万円
（6.8%）

消防費 18億798万円（3.7%）　農林水産業費 17億8,088万円（3.6%）　その他 13億9,303万円（2.8%）

民生費
140億8,230万円

（28.5%）

公債費
86億9,979万円

（17.6%）

総務費
64億7,868万円

（13.1%）

教育費
62億3,158万円

（12.6%）

土木費
53億9,188万円

（10.9%）

衛生費
35億

5,388万円
（7.2%）

（対前年度367円↑） （対前年度844円↑） （対前年度1,712円↓） （対前年度293円↑）

（対前年度1,363円↑） （対前年度1,245円↓） （対前年度464円↑） （対前年度387円↓）（対前年度4,060円↓）

霧 島市の平成21年度一般会計当初予算の総額494億2千万
円を平成21年2月1日現在の人口128,374人で計算した、

市民一人あたりの予算額は、次のとおりとなっています。
特に、児童、高齢者、障がい者の福祉のための予算（民生費）や、
これまでに施設整備のために借りたお金の返済のための予算（公

債費）、そのほか、総務費、教育費などが主な予算となっていま
す。平成20年度と比較すると、ごみやし尿の処理、健康増進のた
めの予算（衛生費）などが増額、道路や公園、公営住宅の整備な
どの予算（土木費）などが減額となり、市民一人あたりの予算額は、
３８４，９６９円（対前年度比4,073円の減）となります。

（対前年度4,073円↓）

◎市民一人あたりの予算（一般会計）

一般会計歳入歳出総額494億2,000万円

地方交付税
130億円

（26.3％）

市債
55億円

（11.1％）

国庫支出金
53億6,631万円

（10.9％）

県支出金
28億931万円

（5.7％）

使用料手数料
16億6,181万円

（3.4％）

人件費
112億7,678万円

（22.8％）

普通建設事業費
71億9,168万円

（14.6％）

その他
2億1,263万円

（0.4％）

災害復旧事業費
2億4,420万円

（0.5％）

繰出金
30億1,095万円

（6.1％）

補助費等
34億3,586万円

（6.9％）

維持補修費
9億1,918万円

（1.9％）

物件費
61億9,620万円

（12.5％）

◎歳入の状況（一般会計）

公債費
86億9,979万円

（17.6％）

分担金負担金
6億8,332万円

（1.4％）

その他
10億513万円

（2.0％）

繰入金
25億1,950万円

（5.1％）

地方消費税
12億円（2.4％）

地方譲与税
7億2,700万円

（1.5％）

その他
4億5,957万円

（0.9％）

市税
144億8,805万円

（29.3％）

扶助費
82億3,273万円

（16.7％）

◎歳出の性質別分類の状況（一般会計）

自主財源
203億5,781万円
（41.2％）

依存財源
290億6,219万円
（58.8％）

歳入総額

494億
2,000万円

義務的経費
282億930万円
（57.1％）

投資的経費
74億3,588万円
（15.1％）

その他の経費
137億7,482万円
（27.8％）

歳出総額

494億
2,000万円
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霧 島市は、平成20年度から向こう10年間の市政を「第一次
霧島市総合計画」に基づき、運営していくこととしていま

す。その中で、まちづくりの課題として掲げている28施策のうち、
次の8つの施策を「重点施策」と位置づけています。

活力ある産業のまちづくり
１. 農・林・水産業の振興 ２. 商工業の振興 ３. 観光業の振興 ４. 雇用の促進

予算額：44,001 予算額：59,132 予算額：11,851 予算額：5,406
１．農地流動化促進事業 12,000 １．商工業資金利子補給事業（拡大） 57,832 １．国立公園75周年記念事業 1,469 １．緊急経済対策に係る市臨時 5,406
２．農業・農村活性化推進施設等整備事業（果樹） 6,772 ２．信用保証料補助事業 1,300 ２．肥薩線全線開通百周年記念観光誘致事業 824 職員の雇用
３．肥育素牛販売促進事業 2,400 ３．NHK大河ドラマ「龍馬伝」誘致促進事業 1,058
４．茶産地拡大チャレンジ事業 13,266 ４．奥天降渓流域調査事業 6,500
５．農業・農村活性化推進施設等整備事業（茶） 9,563 ５．天降川を活かした観光地づくり事業 2,000

快適で魅力あるまちづくり たすけあい支えあうまちづくり 共生・協働のまちづくり
５. 生活基盤の充実 ６. 交通体系の充実 ７. 子育て環境の充実 ８.市民参加によるまちづくりの推進

予算額：145,723 予算額：44,371 予算額：246,065 予算額：1,707
１．木之房団地建替事業 60,723 １．国分駅東口自転車駐輪場 44,371 １．乳幼児医療費助成事業（拡充）234,426 １．霧島ふるさと元気再生事業 1,707
２．コミュニティ広場整備事業 85,000 整備事業 ２．多子世帯保育料軽減事業 （11,639) （拡充）

（広瀬地区） （歳入）

そ　の　他　の　施　策
自然環境の保全 学校教育の充実 広域的な施策の取組み その他

予算額：14,017 予算額：1,823,935 予算額：6,071 予算額：231,103
１．霧島山系生物多様性確保事業 1,950 １．教育振興基本計画策定事業 1,546 １．環霧島会議事業 1,058 １．北消防署移転建設事業 122,871
２．緑のカーテンモデル事業 67 ２．マイ・スクール・プランニング事業 1,000 ２．ジオパーク関連経費 2,449 ２．一般廃棄物最終処分場建設事業 28,582
３．住宅用太陽光発電導入支援対策事業 12,000 ３．天降川小学校建設事業 1,395,326 ３．都城市人事交流 614 ３．国分運動公園多目的広場整備事業 40,000

４．牧園中学校校舎等改築事業 421,306 ４．霧島山系における植生等調査事業 1,663 ４．図書館電算システム更新および 32,500
５．多子世帯保育料軽減事業 4,757 ５．霧島の植物命名100周年記念講演会 287 ネットワークシステム整備事業

５．健康生きがいづくり推進モデル事業 3,675
６．災害時要援護者台帳整備事業 955
７．緊急通報体制整備事業 2,520

◎重点施策の主要事業 （単位：千円）

区　　　分 19年度 20年度 21年度

市債借入額 57億7,080万円 52億7,630万円 55億円

公　債　費 85億7,931万円 85億7,925万円 86億8,979万円

市 債 残 高 784億5,824万円 766億3,745万円 747億8,624万円

市債残高（健全化計画） 799億円 791億円 777億円

◎市債の状況
●年度ごとの推移（一般会計）

※市債借入額、公債費は当初予算額（一時借入金は除く）
※市債残高の20年度、21年度は見込額

区　　　分 19年度 20年度 21年度

財政調整基金 43億7,464万円 44億 806万円 19億9,888万円

減債基金 19億1,858万円 14億2,828万円 14億3,406万円

特定建設事業基金 12億6,523万円 12億7,159万円 12億7,541万円

その他特定目的基金 44億5,703万円 59億1,116万円 58億2,730万円

合　　計 120億1,548万円 130億1,909万円 105億3,565万円

◎基金残高の状況

※20年度、21年度は見込額

自主財源	 ：	市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料など自主的に収入ができる財源で、行政活動の自主性と安定性を確保できるか
どうかの尺度になるもの

依存財源	 ：	地方交付税、国庫支出金、県支出金など、国、県から定められたり、割り当てられたりするもの
義務的経費	 ：	歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削減できない経費で、極めて硬直性の強い経費
人件費	 ：	職員給、議員報酬、各種委員報酬、退職手当負担金など
扶助費	 ：	生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき支出する経費
公債費	 ：	市債の元利償還金および一時借入金利子の合計額
投資的経費	 ：	支出の効果が資本形成に向けられ、道路建設や学校建設など将来に残るものに支出される経費
普通建設事業費	 ：	道路、橋りょう、学校、庁舎など公共用または公用施設の新増設などの建設事業に要する経費
物件費	 ：	消費的性質の経費で、賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、報償費、委託料、使用料及び賃借料など
維持補修費	 ：	市が管理する公共用施設などの効用を保全するための経費
繰出金	 ：	一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費

【用語解説】

入　

湯　

税

事　業　名 入湯税

１．消防施設等整備事業 37,800

２．観光施設整備事業 4,540

３．観光振興事業 77,660

合　　計 120,000

都
市
計
画
税

事　業　名 都市計画税

１．土地区画整理事業 203,977

２．街路事業 70,332

３．公園事業 156,134

４．中心市街地活性化事業 110,028

５．下水道事業 102,529

合　　　計 643,000

◎入湯税および都市計画税の充当事業

※	入湯税は環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、観光施設、消防施設などの整備お
よび観光の振興に要する費用に充てるため、鉱泉浴場における入湯に対し、入湯客
に課す目的税です。

※	都市計画税は都市計画事業（道路・公園・下水道）または土地区画整理事業に要する費用に
充てるため、都市計画法による都市計画区域内の一部の土地または家屋に課す目的税です。

（単位：千円）

（単位：千円）

年度ごとの推移

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900 100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（億円）

19年度 20年度 21年度

市債残高（経営健全化計画）
市債残高

市債借入額
公債費

◎財政調整に活用可能な３基金残高
【財政調整基金・減債基金・特定建設事業基金の計】
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45 76 71 472034

経営健全化計画 ３基金残高

（億円）

●年度ごとの推移（一般会計）

（注）	掲載した事業は、予算の中から「重点施策」と「その他の施策」ごとに、「新規」、「拡充」事業と特色ある事務
事業および事業費を掲載しています。

【快適な生活を送る上での課題解決策】
⑤	生活基盤の充実　⑥交通体系の充実
⑦	子育て環境の充実
⑧	市民参加によるまちづくりの推進

【産業の発展の課題解決策】
①	農・林・水産業の振興　
②	商工業の振興　③	観光業の振興
④	雇用の促進			

～霧島・元気なふるさと再生予算～
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市
で
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、
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暖
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に
今
年
度
「
緑
の
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デ
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）と
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。

緑
の
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こ
れ
が
緑
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カ
ー
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で
す
。

昨
年
、
鹿
児
島
県
体
験
的
環
境

学
習
研
究
会
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
部
門
」
で
い
ず
れ
も

隼
人
町
、
個
人
の
部
で
植
山
房
子

さ
ん
、
団
体
の
部
で
中
福
良
小
学

校
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

CIVIC NEWS

横川げたんは
伝統の味復活

千本松原の松が
里帰り

１年間の成果を披露
合同閉講式

平成20年度の公民館定期講座を
締めくくる合同閉講式（まなびフ 
ェスタ）が２月28日、隼人農村環
境改善センターを中心に開催され
ました。閉講式では受講生による

活動報告のほか、さまざまな講座による舞台発表がありました。また、シ
ンガーソングライターで、霧島をPRする「おじゃんせ霧島大使」に任命
されている辛島美登里さんのトーク＆ミニコンサートも開かれ、会場には
入りきれないほどの観客らが詰めかけその歌声に聴き入っていました。平
成20年度は149の講座が開かれ、約4000人が受講しました。

江戸時代に薩摩義士が木曽三川
の宝暦治水工事の完成に際して植
えた千本松原の松の苗木が、姉妹
盟約を結んでいる岐阜県海津市か
ら寄贈されました。3月20日の植樹

式には、地元住民など約50人が参加。海津市から寄贈された20本のほか
に、ソニーセミコンダクタ九州から寄贈された45本を国分広瀬の遊歩道
に植樹しました。式には難工事を指揮した薩摩藩家老の平田靭

ゆき

負
え

の子孫で
大阪府の平田靭

ゆき

久
ひさ

さんも参加、「薩摩から取り寄せて植えられた松が、縁
あって霧島市に寄贈されたことをうれしく思います」とあいさつしました。

「元祖　横川げたんは」の販売が
始まりました。「げたんは」は横川
生まれ。一時はその味が忘れ去られ
ようとしていましたが、伝統の味を
復活させようと、地元の食生活改善

推進員が昔の味を復活。今回、販売を始めたのはそのメンバーの２人が開
業した「香房　夢はな」。代表の福島年子さんは「伝統の味を多くの人に
知ってもらいたい」と話していました。「横川げたんは」は、すべてが手
作り。しっとりと染み込んだ黒砂糖（喜界島産）の奥深い味は、どこか懐か
しい味です。原則土日の午前10時から大隅横川駅で限定30箱販売されます。

霧 島 か わ ら 版
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「
日
光
が
さ
え
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、
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覚

的
に
も
緑
の
色
が
涼
し
さ
を
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さ
せ
ま
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た
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お
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り
、
話
題
も
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」
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山
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教
頭
は
話
し
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す
。

緑
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葉
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か
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差
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し
げ
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光
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年
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の
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に
関

心
を
持
ち
、
植
え
た
ゴ
ー
ヤ
と
ヘ

チ
マ
が
食
卓
を
飾
る
一
石
二
鳥
の

取
り
組
み
で
す
。

緑のカーテンで涼しく
緑のカーテンとは、アサガオやヘチマのように、
ツルが伸びて何かに巻き付いて成長する種類の植物（ツル性植物）で作る、自然のカーテンのことです。
夏の暑い日に、葉っぱの間をすり抜けてくる涼しい風は、
天然のエアコンのよう。また、野菜を収穫できたり、とても楽しいカーテンなのです。

環境にやさしいエコ宣言

宮脇方式の
植林を体験

「宮脇方式植林体験教室」が3月
26日、市役所前で開催されました。
宮脇昭さんが編み出した独自の植樹
法である「宮脇方式」。国内外
1200か所以上で森の再生に取り組

んでおり、当日は150人の参加者が植林を体験しました。この植林は、森
の再生に取り組む「霧島ふるさと命の森をつくる会」が初めて開いたもの
で、宮脇さんの講演会も行われました。同会では今後も、参加者を呼びか
け「宮脇方式」による植林を行い、霧島の森を本来の植生へ再生していき
ます。◎問い合わせ先＝同会事務局（生活環境政策課内）☎(64)0961

c
i

v
i

c
 

n
e

w
s

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

介
護
保
険
料
５
０
０
０
円
分
に

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
介
護
保

険
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ポ
イ
ン
ト
制

度
」
は
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者
の
健
康
と

介
護
予
防
を
図
り
、
い
き
い
き
と

し
た
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
ポ
イ
ン

ト
を
た
め
る
と
、
翌
年
の
介
護
保

険
料
の
負
担
軽
減
資
金
（
最
高
５

０
０
０
円
）
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
協
賛
店

舗
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
を

提
示
す
る
と
、
特
典
や
優
遇
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
で
65
歳
以

上
の
か
た

◦�

活
動
場
所
＝
市
内
の
高
齢
者
関

連
福
祉
施
設
、小
学
校
、児
童
ク

ラ
ブ
、
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど

◦�

申
込
方
法
＝
長
寿
・
障
害
福
祉

課
、
隼
人
庁
舎
隼
人
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
登

録
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害

福
祉
課
☎（
64
）０
９
９
５

新
し
い
小
学
校
の
校
名
が

天あ
も
り
が
わ

降
川
小
学
校
に
決
定

平
成
22
年
４
月
開
校
を
目
指
し

て
い
る
建
設
中
の
新
し
い
小
学
校

の
校
名
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
３

２
１
人
の
か
た
か
ら
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
霧

島
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
将
来

へ
の
夢
の
あ
る
展
望
な
ど
、
総
合

的
に
校
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、

応
募
数
も
最
も
多
か
っ
た
「
天
降

川
小
学
校
」
が
選
ば
れ
、
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
天
降
川
小
学
校
の

建
設
、
開
校
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
学
校
教
育
課

☎（
42
）１
１
１
６

⬅ゴーヤで作った緑の
カーテンは見た目にも涼し
さを感じます（中福良小
学校）
⬇１００円で買ったツタが
今では西側壁面を覆って
西日を防いでいます（植
山房子さん）

国分福島一丁目1-15
（陸上自衛隊

国分駐屯地北側）

天降川小学校
完成予想図 野菜の苗を差し上げます

「緑のカーテン」モデル事業
緑のカーテンで地球温暖化防止に貢献
しませんか。

・�募集数＝100グループ（１グループ
＝市民は１世帯、学校は１クラス）
・�募集期間＝４月27日（月）～ 5月

12日（火）先着順
・�配布物品＝ゴーヤ・ヘチマ・キュウ

リ苗の中から６株を配布。アサガオ
種（希望者）、温度計(希望者に貸
し出し)、記録・アンケート用紙※
苗以外（ネット・プランターなど）
は各自負担になります。
・�応募方法＝住所、代表者氏名、電話

番号、グループ名を電話、ファック
スまたはメールで応募してくださ
い。
・�説明会＝５月23日(土) 苗の配布・

育て方教室など
◎�問い合わせ先＝生活環境政策課政

策 グ ル ー プ、 〒899-4394　 国 分
中央三丁目45番１号 ☎（64）0961 
ＦＡＸ（47）1930  Email：kan-seisaku
＠city-kirishima.jp

募 集



国分

隼人

福山

溝辺 ※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）

※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）

平
成
21
年
度
の
は
り
・
き
ゅ
う
、
温

泉
保
養
券
を
下
記
の
日
程
で
交
付
し
ま

す
の
で
、
指
定
の
場
所
で
受
領
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
都
合
の
悪
い
か

た
は
４
月
20
日
（
月
）
以
降
に
長
寿
・

障
害
福
祉
課
、
隼
人
福
祉
課
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
で
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

①�

霧
島
市
に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以
上

の
か
た
＝
配
布
場
所
で
受
領
で
き
る

か
た
は
昭
和
14
年
４
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
か
た
で
す
。
昭
和
14
年
５

月
１
日
か
ら
昭
和
15
年
３
月
31
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
か
た
は
、
誕
生
月
以

降
に
長
寿
・
障
害
福
祉
課
、
各
総
合

支
所
福
祉
担
当
課
で
交
付
し
ま
す
。

②�

霧
島
市
に
住
所
を
有
す
る
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
＝
障

害
等
級
、
誕
生
月
に
関
わ
ら
ず
交
付

し
ま
す
。

【
助
成
額
】

●�

温
泉
保
養
券（
１
冊
12
枚
）＝
入
浴
１

回
に
つ
き
１
５
０
円
（
１
枚
）、
１

日
保
養
の
場
合
は
１
回
に
つ
き
９
０

０
円
（
６
枚
）
助
成
。

●�

は
り
・
き
ゅ
う
受
診
券
（
１
冊
12
枚
）

＝
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
た
場
合
１
回
に
つ
き

５
０
０
円
（
１
枚
）
助
成
。

※�

５
月
以
降
に
70
歳
に
な
ら
れ
る
か
た

（
手
帳
所
持
者
は
除
く
）
は
、
誕
生

日
の
属
す
る
月
か
ら
平
成
22
年
３
月

ま
で
の
月
数
に
相
当
す
る
枚
数
を
配

布
し
ま
す
。

【
持
っ
て
く
る
も
の
】

◦�

印
鑑
＝
本
人
の
も
の（
認
印
で
可
、シ�

ャ
チ
ハ
タ
不
可
）。
夫
婦
は
同
じ
印

鑑
で
可
。
そ
れ
以
外
は
同
世
帯
で
も

別
々
の
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
受
領
も
対
象
者
本
人
の
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
70
歳
以
上

は
不
要
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害
福
祉

課
長
寿
・
介
護
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
５
、
隼
人
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課

期日 場　所 時　間 自　治　会　名 場　所 時　間 自　治　会　名

4/27 
（月）

東その山
公民館 9：00 〜 10：00

剣之宇都・岩戸・道場口・妻屋・止上・重久・
重久団地（1 〜 3）・岩戸温泉ニュータウン・
重久宿舎・岩戸ニュータウン・サンヒルズ重久

清水公民館 13：20 〜 14：50 玄亀庵・羽坂・清水本町・新田・安田口・牟田・
寺馬場・清水東・豊北・三郷・弟子丸・清水団
地・新清水団地・小畑・毛梨野・芦谷・馴松・
片平・小畑東・新泉・中台・清水橋・清水台春山公民館 10：20 〜 10：35 春山 毛梨野公民館 14：50 〜 15：05

重久牧内公民館 11：05 〜 11：20 重久牧内 芦谷公民館 15：20 〜 15：35

姫城公民館
（国分） 10：30 〜 11：30 阿多石・竹下・平岡・田辺

川原公民館 15：50 〜 16：40 立川・中市・萩之元・河内・上薄木・下薄木・
河内第 1

郡山公民館 15：30 〜 16：30
宇都良・永田・辻・辻松山・台明寺・天神台・
グリーンヒル郡田・宮ノ前・ゆうゆうタウン・
つつじヶ丘・青葉ニュータウン・久保田・久保
田西・夢ヶ丘・山元・青葉南

4/28 
（火）

福島地区コミュニテ 
ィセンター供用施設  9：00 〜 10：30 福島（1 〜 8） 広瀬公民館 13：20 〜 14：50 広瀬（1 〜 7・11 〜 15）・須戸川団地

上小川公民館 10：40 〜 11：50
前馬場（1 〜 3）・後馬場東・後馬場西・下村東・
下村西・神田東・神田西・山下（1 〜 3）・園田・
園田団地・宮下団地・迫田（1・2）

上井公民館 14：40 〜 15：40 一条・垂元・美の前・内門・黒塚・星隈・岩崎・
向川原・永迫・上井団地・梅ヶ谷・花建

湊公民館 10：50 〜 11：40 奈敷（1・2）・出口・中福良南・中福良北・新
地東・新地西・拝田東・拝田西・羽白

児童体育館 15：05 〜 16：35 広瀬（8 〜 10・16 〜 24）・西山下団地・大野
原団地（1・2）

川内公民館 15：55 〜 16：40
芦原東・芦原西・高日山・上川内東・上川内西・
見帰・鎮守尾・川内団地・神崎・下川内上・下
川内下

4/30 
（木）

上之段公民館 9：00 〜 10：00 上之段・木場・深迫・平下・朴木・丸尾・後川
内

本戸公民館 13：30 〜 14：00 前本戸・後本戸・真谷

木原公民館 15：00 〜 15：30
上木原・中木原・浮塚・牧内・高松・松ヶ野・
黒石松ヶ野公民館 15：45 〜 16：00

永山公民館 10：20 〜 10：40 永山 黒石公民館 16：15 〜 16：30

塚脇公民館 11：00 〜 11：30 塚脇 松木公民館 13：30 〜 14：30 越倉・松木西・松木元・松木中

平山公民館 9：00 〜 10：00 内野々・渡瀬・平山・神子落・野坂・野平・仁
田原・長谷・口輪野

野口公民館 15：00 〜 16：00 野口東・野口西（1・2）・野口南・野口北・野
口団地口輪野公民館 10：30 〜 11：00 野口公民館西集会所 16：10 〜 16：40

5/1 
（金）

敷根公民館  9：00 〜 10：30
浜馬場・松山・検校橋団地・西浜馬場・西馬場・
赤川・町門・東黒潮・新馬場・大王・島馬場・
門倉・阿御前・大田・一心・高橋・脇元・上前・
忍・南西上

新町公民館 13：20 〜 14：10 新町（1 〜 8）

向花地区コミュ
ニティセンター 14：30 〜 15：20 向花向江・向花東・向花平田・向花中・向花西・

奈良田団地

下井公民館 10：10 〜 11：40
東今村・検校川・西今村・東上新・西上新・東
前田・西前田・東下新・西下新・東内の丸・西
内の丸・上花園・花園・銅田

府中公民館 15：40 〜 16：30 府中前東・府中前西・府中東・府中中・府中中
南・府中朝日・府中昭和

5/7 
（木）

総合福祉
センター

趣味センター前
10：00 〜 11：30

名波（1 〜 6）・東戸崎団地・宇都・鐘突・東
上・愛宕・夕日ヶ丘・中之馬場・東中・東中団
地・東馬場・車田・上車田・東下・下中之馬場・
唐仁東（１・２）・唐仁中・唐仁西・唐仁団地・
まいづる・四方田団地・城山・中車田・名波ハ
イタウン（1 〜 7）・県営名波ハイタウン

総合福祉
センター

趣味センター前
14：00 〜 16：00

竪馬場・旭通り・中立・下立・東町・仲町・秋
葉通り（1・2）・西町・西上・鳥越・御里・西中・
国分西馬場・駅前・西下・西下東・道場下・川
跡南（1 〜 3）・川跡上・川跡西・川跡東・川跡中・
福島団地・サンパーク国分

期日 場　　　　　所 時　　間

4/27 
( 月）

竹子集会施設 8：30 〜 10：00

下有川公民館 10：15 〜 11：45

ふれあい温泉センター 13：30 〜 15：00

石峯自治公民館 15：15 〜 16：30

4/28 
( 火）

玉利自治公民館 8：30 〜 10：00

崎森地区公民館 10：15 〜 11：30

溝辺総合支所市民福祉課（保健福祉グループ） 13：00 〜 16：30

期日 場　　　所 時　　間 自治会名

4/27 
( 月）

紫尾田活性化センター 9：00 〜 9：30 上ノ地区

赤水消防拠点施設 10：30 〜 11：00 下ノ地区

横川総合支所市民福祉課
（保健福祉グループ） 13：00 〜 全自治会対象

横川

期日 場　　　　　所 時　　間

4/27 
( 月）

永水地区公民館 9：30 〜 11：00

田口地区公民館 14：00 〜 16：00

4/28 
( 火）

緑の村 9：30 〜 11：00

多目的集会センター 14：00 〜 16：00

4/30 
( 木）

祓谷公民館 9：30 〜 11：00

市後柄公民館 14：00 〜 16：00

5/1 
( 金）

霧島保健福祉センター 9：30 〜 11：00

霧島総合支所 1 階和室 14：00 〜 17：00

霧島
期日 場　　　所 時　　間 自治会名

4/27 
( 月）

三体校区公民館 9：00 〜 11：30 三体１〜４区

万膳校区公民館 13：00 〜 16：30 万膳１〜５区

4/28 
( 火）

中津川校区公民館 9：00 〜 11：30 中津川１〜８区

持松校区公民館 13：00 〜 16：30 持松１〜４区

4/30 
( 木）

高千穂校区公民館 9：00 〜 11：30 高千穂１〜８区

牧園総合支所市民福祉課
（保健福祉グループ） 13：00 〜 16：30 牧園１〜 10 区

牧園

期日 場　所 時　間 自　治　会　名 場　所 時　間 自　治　会　名

4/27 
( 月）

宮内地区
公民館 8：50 〜 11：30

大津・宮下・窪町・堀之内・沢馬場 1・2・大
津団地・中道・中道１の東・中道１の西・中道
２・野崎親和会・息長・御前馬場東・御前馬場
西・内山田団地・第２内山田団地・テクノセン
ター・ライベクスト・雇用促進住宅

隼人庁舎
隼人福祉課 13：00 〜 17：00

田方団地・ひまわり団地・県営小田団地・原・
見次 1 〜 8・駅前 1 〜 5・菩提寺・菩提寺東・
菩提寺団地・第 2 菩提寺団地・セジュール孝元・
ドラゴン

4/28 
( 火）

天降川共同
利用施設 8：50 〜 9：50 天降川・天降川団地・木之房 1・2・京セラ寮・

川原団地・木之房団地・県営天降川団地 小田東公民館 13：30 〜 14：30 東前・東後・溝上・中央 1

埓上公民館 9：00 〜 9：30 加納内上・埓上・里上・小浜団地・小牧
隼人姫城地区

公民館 13：30 〜 16：00
中城上・中城中・中城下・諏訪・姫城団地・中姫
城東・中姫城西・稲成田・平岡団地・大鳥・新
七・姫城温泉東・姫城温泉西・姫城温泉南・西
瓜川原・新姫城団地・山野東・山野中・山野北

小浜地区
公民館 9：50 〜 10：50 長浜・加納内下・埓下・里下・馬場

日当山地区
公民館 10：10 〜 11：40 東林寺・しゅじゅどん・中須東・中須西・東馬

場・橋之口・湯之元 1・2・東郷団地
小野地区
公民館 14：50 〜 15：30 中央 2・小田中福良・小田西

人権啓発センター 11：10 〜 11：30 真孝西 1 〜 6 野久美田公民館 15：50 〜 16：30 野久美田 1・2・清水

4/30 
( 木）

真孝公民館 9：00 〜 11：30 真孝 1 〜 17 本町公民館 13：30 〜 14：40 本町 1 〜 4・松山 1 〜 4

表木山公民館 8：45 〜 9：00 表木山
新溝公民館 13：30 〜 14：50 高江・鼻切・高畑・新高畑・新溝・山下・グリー

ンタウン迫間公民館 9：15 〜 9：30 迫間

中福良公民館 9：45 〜 10：00 暮幸・井手上・立神・下中福良・中中福良 浜之市ふれあいセンター 15：00 〜 15：40 納屋 1 〜 6・浜之市団地

中福良地区
公民館 10：15 〜 10：45 餅田上・餅田下・堂地東・堂地西・郡山・中初

場・中牟田・坂下 日当山春光園 15：10 〜 16：00 春光園・松元・鳥越・牟田・湯田・日当山団地・
東郷ニュータウン

妙見消防車庫 11：00 〜 11：20 妙見・安楽・内無 川尻公民館 15：00 〜 16：40 川尻東・川尻西・川尻北

5/1 
( 金）

新川公民館 8：30 〜 9：50 新川 1 〜 9 隼人塚団地公民館 13：30 〜 14：10 隼人塚団地

糸走公民館 9：00 〜 9：20 糸走 下小鹿野公民館 13：30 〜 14：10 上小鹿野・下小鹿野

西光寺公民館 9：40 〜 10：00 西光寺 宮西公民館 14：30 〜 15：00 宮西・宇都山・神宮台・朝日団地

宇都公民館 10：20 〜 11：20 花山・宇都・湯の里・医療センター・武安 松永地区
公民館 14：30 〜 16：00 下平・津曲・平熊・三田坪・みゆき苑・ケアハ

ウスみゆき苑・グループホーム隼人

住吉公民館 10：10 〜 11：40 住吉 1 〜 18・住吉団地
朝日公民館 15：20 〜 15：40 朝日

上野公民館 16：00 〜 16：20 上野・ファナック寮

期日 場　所 時　間 自　治　会　名 場　所 時　間 自　治　会　名

4/27 
( 月）小廻地区公民館 10：30 〜 11：30 小廻

大廻地区公民館 13：30 〜 14：30 上大廻・中大廻・磯脇・磯新堀

福山総合支所市民福祉課 15：00 〜 17：00 浦町・麓・南園

4/28 
( 火）

西牧之原地区公民館 9：00 〜 10：00 西牧之原 佳例川地区公民館 13：30 〜 14：30 割子田・前川内・池田・柴建

東牧之原地区公民館 10：30 〜 11：30 東牧之原・平野 下牧之原地区公民館 15：30 〜 16：30 下牧・前牧・新牧・花建原・福原

4/30 
( 木）

新原公民館 9：15 〜 10：00 新原 池之谷公民館 13：30 〜 14：30 池之谷・旭ヶ丘・堀之頭・国師・砂走

川路原公民館 10：30 〜 11：15 川路原 福地地区公民館 15：15 〜 16：00 福地

5/1 
( 金）

六村公民館 9：00 〜 10：00 内場・辰伴・牧野・牧野中・立元・六村
牧之原支所 13：30 〜 16：30 町内全域

比曽木野地区公民館 10：30 〜 11：30 比曽木野
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犬の登録と
狂犬病予防注射のお知らせ

◎問い合わせ先＝環境衛生課 ☎（64）0950、各総合支所市民福祉課
◎関係機関＝姶良保健所衛生・環境課 ☎（44）7800

【注射手数料】3,000円  ※ただし、新規登録をされる場合は別途3,000円が必要です。

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
14
日（
木
）

みどり団地 9：00 〜 9：10

５
月
15
日（
金
）

山ノ口公民館 9：00 〜 9：20
下深川公民館 9：20 〜 9：35 谷ノ口住宅下 9：30 〜 9：40
馬渡公民館 9：45 〜 9：55 川北公民館 9：50 〜 9：55
岩穴公民館 10：05 〜 10：10 上小脇公民館 10：05 〜 10：20
前川内公民館 10：20 〜 10：25 山ケ野公民館 10：30 〜 10：40
二牟礼公民館 10：35 〜 10：40 十三谷公民館 10：50 〜 11：00
床波公民館 10：50 〜 10：55 木浦公民館 11：10 〜 11：20
大住公民館 11：05 〜 11：10 茶屋公民館 11：30 〜 11：40
岡村公民館 11：20 〜 11：30 古城消防拠点施設 11：45 〜 11：55
上深川（迫田様宅前） 11：40 〜 11：50 北園公民館 13：10 〜 13：20
横川公民館 13：00 〜 13：10 正牟田公民館 13：30 〜 13：40
下尾田（片白橋） 13：20 〜 13：35 野坂公民館 13：50 〜 13：55
上植村公民館 13：45 〜 13：55 横伏敷消防拠点施設 14：05 〜 14：10
下植村公民館 14：05 〜 14：15 柿木公民館 14：20 〜 14：30
向植村公民館 14：25 〜 14：35 紫尾田公民館 14：40 〜 15：00
黒葛原公民館 14：45 〜 14：50 崎山公民館 15：10 〜 15：20
旧赤水公民館 15：00 〜 15：20 二石田公民館 15：30 〜 15：40
小原公民館 15：30 〜 15：35 大隅横川駅 15：50 〜 16：00
山住（徳丸様宅前） 15：45 〜 15：50
保健センター前 16：00 〜 16：10

◎横川地区　５月14日(木)〜15日(金) ２日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
12
日（
火
）

北永野田駅前 9：05 〜 9：20 ５
月
13
日（
水
）

ヴァンベール霧島前 13：00 〜 13：25
永野田公民館 9：30 〜 9：45 永池（竹ノ内様宅手前） 13：35 〜 13：55
市野々公民館 10：00 〜 10：15 東多羅公民館 14：05 〜 14：25
梅之木公民館 10：25 〜 10：45 枦田公民館 14：35 〜 15：00
牧神公民館 10：55 〜 11：15

５
月
14
日（
木
）

川北公民館 9：00 〜 9：25
笹之段公民館上 11：25 〜 11：45 大窪公民館下 9：35 〜 10：00
入水公民館上 13：10 〜 13：30 中央公民館 10：10 〜 10：40
上春山（伊瀬地様宅前） 13：40 〜 13：50 湯之宮（渋田様宅前駐車帯） 10：50 〜 11：15
豊後迫公民館 14：00 〜 14：20 霧島総合支所前 11：25 〜 11：55
向田公民館 14：30 〜 14：50 田口地域公民館 13：05 〜 13：00

５
月
13
日（
水
）

遠見松公民館 9：00 〜 9：25 堀之内公民館 13：40 〜 14：00
野上公民館 9：35 〜 10：00 狭名田公民館 14：10 〜 14：25
新梅北公民館 10：10 〜 10：35 市後柄公民館 14：35 〜 15：00
高千穂（松元勝美様宅下） 10：45 〜 11：10
観光案内所前 11：20 〜 11：50

◎霧島地区　５月12日(火)〜14日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
19
日（
火
）

竹山公民館 9：30 〜 9：45 ５
月
20
日（
水
）

陵北自治公民館 13：15 〜 13：35
下有川公民館 10：00 〜 10：30 横頭公民館 13：50 〜 14：05
溝辺総合支所駐車場 10：40 〜 11：10 橋ノ口（岩元春美様宅前） 14：15 〜 14：30
ふれあい温泉センター 11：20 〜 11：45 北原公民館 14：40 〜 14：55
祝儀園公民館 13：15 〜 13：30

５
月
21
日（
木
）

石峯自治公民館 9：15 〜 9：45
竹子集会センター 13：40 〜 14：10 麓原自治公民館 9：55 〜 10：15
宮脇公民館 14：20 〜 14：35 玉利自治公民館 10：30 〜 10：50
宮川内公民館 14：45 〜 14：55 論地自治公民館 11：05 〜 11：35
野坂入口三文字 15：00 〜 15：10 久保山団地 13：25 〜 13：40

５
月
20
日（
水
）

丹生附公民館 9：40 〜 9：55 崎森地区公民館 13：50 〜 14：10
宮久自治公民館 10：15 〜 10：30 脇公民館 14：20 〜 14：40
桑迫（堀之内榮次様宅前） 10：40 〜 10：55 上桑ノ丸公民館 14：50 〜 15：00
三縄自治公民館 11：10 〜 11：30

◎溝辺地区　５月19日(火)〜21日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
20
日（
水
）

塩浸公民館 9：00 〜 9：15

５
月
21
日（
木
）

大窪集落入口 13：00 〜 13：10
間手原公民館 9：20 〜 9：30 重信商店三叉路 13：15 〜 13：30
馬場公民館 9：35 〜 9：45 八幡神社前 13：35 〜 13：50
城ケ後公民館 9：50 〜 10：00 ※万膳地区公民館 13：55 〜 14：05
農村活性化センター 10：05 〜 10：20 下万膳公民館 14：10 〜 14：15
川津原（山岡様宅前） 10：25 〜 10：35 吉原集落掲示板前 14：20 〜 14：25
駅前公民館 10：40 〜 10：50 渡瀬公民館 14：30 〜 14：35
※七又公民館 10：55 〜 11：10 古屋志橋 14：40 〜 14：45
老人福祉センター 11：15 〜 11：25 水堀公民館 14：50 〜 14：55
石坂ワタセ前 11：30 〜 11：45 浅谷公民館 15：00 〜 15：20
上石坂バス停 ( 旧道入口） 11：50 〜 12：00 有村三叉路 15：25 〜 15：30
田原団地入口 13：00 〜 13：10

５
月
22
日（
金
）

安楽消防詰所駐車場 9：00 〜 9：15
木下商店前 13：15 〜 13：30 田中会館前 9：20 〜 9：25
鹿屋公民館 13：35 〜 13：50 犬飼バス停 9：35 〜 9：45
上宇都口公民館 13：55 〜 14：00 中津川商店前 9：50 〜 10：05
川床温泉前 14：05 〜 14：15 中津川保育所前 10：10 〜 10：20
田方公民館 14：20 〜 14：25 荒瀬橋 10：25 〜 10：35
三体商店（旧農協支所前） 14：30 〜 14：45 横瀬公民館 10：40 〜 10：55
内之野バス停 14：50 〜 15：05 馬場バス停 11：00 〜 11：10
東福製茶前 15：10 〜 15：15 健崎スクールバス停 11：15 〜 11：20
大霧公民館 15：25 〜 15：30 霧島温泉市場駐車場 11：30 〜 11：35

５
月
21
日
（
木
）

福寿温泉前 9：00 〜 9：15 大瀬戸バス停 11：40 〜 11：45
寺原公民館 9：20 〜 9：35 栗川公民館 11：50 〜 12：00
関平鉱泉入口駐車場 9：45 〜 9：55 旭ヶ丘住宅入口（池田様宅前） 13：00 〜 13：20
旧小谷園入口 10：00 〜 10：20 母ヶ野公民館 13：25 〜 13：40
シルバー人材センター事務所前 10：25 〜 10：30 池田農場入口付近 13：45 〜 14：05
旅行人山荘入口 10：35 〜 10：45 下村公民館 14：10 〜 14：15
高千穂公民館 10：50 〜 11：05 笹之段公民館 14：20 〜 14：25
青葉園入口 11：10 〜 11：40 持松消防詰所前 14：30 〜 14：40
奥歯科医院前駐車場付近 11：45 〜 11：55 真方公民館 14：45 〜 14：55

稼原交差点付近 15：00 〜 15：10
荒田公民館 15：15 〜 15：20

◎牧園地区　５月20日(水)〜22日(金) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
26
日（
火
）

台明寺公民館 9：30 〜 9：45

５
月
29
日（
金
）

口輪野公会堂 9：30 〜 9：40
郡山公民館 9：55 〜 10：20 上川内ゴミ置場付近 9：50 〜 10：00
宮の前ニュータウン入口 10：30 〜 10：40 川内公民館 10：05 〜 10：20
北公園入口 10：50 〜 11：10 上川橋南西側 10：30 〜 10：40
久保田公民館 11：20 〜 11：35 上小川公民館 10：55 〜 11：20
春山公民館 13：30 〜 13：45 国分南ニュータウン公園 13：30 〜 13：50
止上神社前 14：00 〜 14：15 福島･旧尾籠商店前 14：00 〜 14：20
重久公民館 14：25 〜 14：50 福島地区コミュニティ共用施設 14：30 〜 14：50
東襲山地区公民館 15：00 〜 15：15 有下公民館 15：00 〜 15：30
岩戸公民館 15：25 〜 15：40 四方田団地集会所 15：40 〜 15：55
剣之宇都公民館 15：50 〜 16：05

６
月
２
日（
火
）

府中公民館 9：35 〜 9：55

５
月
27
日（
水
）

野坂公民館 9：30 〜 9：35 野口公民館西集会場 10：05 〜 10：20
平山地区公民館 9：45 〜 9：50 野口公民館 10：30 〜 10：55
永山･旧岩元商店前 10：05 〜 10：20 松木公民館 11：05 〜 11：35
塚脇公民館 10：35 〜 10：45 小畑公民館 13：30 〜 13：55
朴木公民館 11：05 〜 11：25 姫城公民館 14：10 〜 14：30
上之段公民館 13：40 〜 13：50 新町公民館 14：40 〜 15：05
木場公民館 14：05 〜 14：15 向花地区コミュニティセンター 15：15 〜 15：35
後川内公民館 14：35 〜 14：45

６
月
３
日（
水
）

湊地区コミュニティ広場 9：10 〜 9：35
敷根保育園下 15：05 〜 15：25 長野神社 9：45 〜 9：55

５
月
28
日（
木
）

毛梨野公民館 9：20 〜 9：30 広瀬公民館 10：10 〜 10：30
芦谷公民館 9：40 〜 9：50 大穴持神社北側 10：40 〜 11：10
木原小中学校前 10：10 〜 10：20 児童体育館 11：20 〜 11：45
後本戸（桑山昭晴様宅前） 10：40 〜 10：45 敷根地区集会場 13：30 〜 13：50
本戸公民館入口 10：55 〜 11：00 かのう医院道路向かい 13：55 〜 14：20
真谷入口三叉路 11：10 〜 11：15 脇元停留所付近 14：25 〜 14：30
黒石公民館 11：25 〜 11：30 花園･迫田オート付近 14：40 〜 14：55
薄木三方辻 13：30 〜 13：35 下井公民館 15：05 〜 15：35
河内橋前 13：55 〜 14：00

６
月
４
日（
木
）

名波ハイタウン集会場 9：25 〜 9：50
萩の元公民館 14：10 〜 14：20 Ａコープ西側駐車場 10：00 〜 10：30
川原小学校下神社 14：30 〜 14：50 大隅国分寺跡駐車場 (*1) 10：40 〜 11：05
永迫ゲートボール場横 15：05 〜 15：30 お祭り広場駐車場出口付近 (*2) 11：15 〜 11：35
上井公民館 15：40 〜 16：05 三郷公民館 13：30 〜 14：00
南公園入口 16：15 〜 16：30 清水公民館 14：10 〜 14：40

弟子丸公民館 14：50 〜 15：15
総合体育館第 2 駐車場 15：25 〜 15：50

◎国分地区　５月26日（火）〜29日（金）、６月２日（火）〜４日（木）７日間

＊隼人・福山地区の日程については、
　広報きりしま３月24日号に掲載しています。

「※」表示のある会場は、本年度から場所の変更をしている会場です。　（ *1）中央地区集会所がなくなったため、
会場名を変更しましたが、場所の変更はありません。（*2）市民会館駐車場が混雑するようになり危険であるため、
市役所南側のお祭り広場駐車場へ変更しました。

平成21年度狂犬病予防注射の集合注射を実施しますので、手
数料とはがきを持参の上、原則として居住される地区の集合注
射会場までお越しください。　※雨天決行
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K irishima Information

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
機
器
が

追
加
さ
れ
ま
し
た

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
政
令
改

正
に
よ
り
、
４
月
か
ら
対
象
機
器

に
液
晶
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ

ビ
、
衣
類
乾
燥
機
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。（
携
帯
テ
レ
ビ
、
カ
ー
テ

レ
ビ
、浴
室
テ
レ
ビ
な
ど
は
除
く
）

こ
れ
ら
の
廃
家
電
は
、
こ
れ
ま

で
の
４
品
目
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ

ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
）
と
同
じ
よ
う
に
、
排
出

者
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
、
運
搬
料

金
を
負
担
し
て
小
売
業
者
に
引
き

渡
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
み
置

場
に
出
し
て
も
市
で
は
回
収
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課

廃
棄
物
対
策
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
５
０

公
立
保
育
園
の
保
育
指
針

今
年
４
月
の
厚
生
労
働
省
に
よ

る
「
保
育
所
保
育
指
針
」
の
改
定

に
伴
い
、
市
で
は
次
の
よ
う
に
運

営
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

●�

保
育
理
念
＝
子
ど
も
一
人
一
人

を
大
切
に
し
、
保
護
者
か
ら
も

信
頼
さ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ
る

保
育
園
を
目
指
す
。

●�

保
育
目
標
＝
明
る
く
素
直
な
子

ど
も
、
仲
良
く
思
い
や
り
の
あ

る
子
ど
も
、
自
分
で
考
え
て
行

動
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
。

各
保
育
園
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
性
を
生
か
し
た
保
育
方
針
を
掲

げ
、
園
児
一
人
一
人
に
合
っ
た
保

育
計
画
に
そ
っ
て
実
践
し
て
い
き

ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

児
童
福
祉
・
保
育
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
９
１

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

屋
外
広
告
物
は
表
示
や
管
理
が

適
正
に
行
わ
れ
な
い
と
、
景
観
を

損
ね
、
落
下
や
倒
壊
な
ど
に
よ
り

人
や
車
両
な
ど
に
危
害
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
表
示
は
、
県
の

屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
き
市
役

所
（
都
市
整
備
課
）
へ
の
申
請
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
広
告
物
を

表
示
す
る
場
所
や
大
き
さ
に
よ
っ

て
、
申
請
が
不
要
な
も
の
や
許
可

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

※�

罰
則
＝
規
定
に
違
反
し
た
と
き

は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
市
整
備
課

☎（
64
）０
９
０
８

霧
島
市
民
会
館
ホ
ー
ル
の

使
用
制
限
に
つ
い
て

霧
島
市
民
会
館
舞
台
の
吊
物

ワ
イ
ヤ
ー
交
換
の
た
め
、
９
月

１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
か
月
間
、

ホ
ー
ル
の
使
用
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
民
会

館
☎（
64
）０
９
２
１

平
成
21
年
度

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

◦�

審
査
日
＝
３
月
を
除
く
奇
数
月

の
第
２
火
曜
日

◦�

場
所
＝
県
青
少
年
会
館
（
鹿
児

島
市
鴨
池
新
町
１
︲
８
）

◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
庁
文
化
財

課
☎
０
９
９（
２
８
６
）５
３
５

５
、
文
化
振
興
課
文
化
財
グ

ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
９

霧
島
薪た

き
ぎ

狂
言

大
蔵
流
狂
言
師「
茂
山
千
五
郎
」

一
門
の
舞
台
で
す
。

◦�

日
時
＝
５
月
９
日（
土
）午
後
６

行
い
、
市
の
組
織
は
13
部
局
５
総

合
支
所
94
課
２
３
２
グ
ル
ー
プ
等

に
な
り
ま
し
た
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
行
政
改
革
推

進
課
☎（
64
）０
９
５
２

霧
島
市
共
通
商
品
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

霧
島
商
工
会
議
所
・
霧
島
市
商

工
会
は
市
内
加
盟
店
で
使
用
で
き

る
、
10
㌫
割
り
増
し
付
き
の
共
通

商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

◦�
利
用
可
能
な
店
舗
＝
市
内
の
商

工
会
議
所
・
商
工
会
加
盟
店
。

加
盟
店
に
は
表
示
（
の
ぼ
り
旗

な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

◦�

発
売
開
始
日
＝
４
月
22
日（
水
）

◦�

販
売
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

◦�

商
品
券
の
内
容
＝
１
０
０
０
円

券
×
11
枚
つ
づ
り
（
１
万
１
０

０
０
円
分
）
を
１
万
円
で
販
売

※�

商
品
券
の
有
効
期
限
は
平
成
21

年
10
月
21
日（
水
）ま
で
で
す
。

お
つ
り
は
出
ま
せ
ん

◦�

販
売
場
所
＝
商
工
会
議
所
、
商

工
会
各
支
所
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
売
店
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会

議
所
☎（
45
）０
３
１
３
、
霧
島

市
商
工
会
☎（
42
）２
１
２
８

霧
島
市
の
組
織
が

変
わ
り
ま
し
た

市
で
は
４
月
１
日
か
ら
効
果
的

で
効
率
的
な
組
織
の
構
築
を
目
指

し
、
組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

【
本
庁
】

●
保
健
福
祉
部

◦�

次
世
代
育
成
に
関
す
る
施
策
の

推
進
強
化
を
図
る
た
め
、
児
童

福
祉
課
に
「
子
育
て
支
援
推
進

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

◦�

高
齢
・
障
害
福
祉
課
の
名
称
を

「
長
寿
・
障
害
福
祉
課
」
に
変

更
し
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
教
育
部

◦�

国
分
教
育
総
務
課
の
事
務
室
を

国
分
公
民
館
の
事
務
室
に
移
し

ま
し
た
。

【
総
合
支
所
】

◦�

道
路
整
備
に
関
す
る
事
務
を
本

庁
と
牧
園
総
合
支
所
の
２
か
所

に
集
中
化
を
図
る
こ
と
に
伴
い
、

溝
辺
、
横
川
、
霧
島
の
各
総
合

支
所
の
産
業
振
興
課
と
建
設
課

を
統
合
し
、「
産
業
建
設
課
」

と
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
グ
ル
ー
プ
の
統
合
を

◎霧島市からのお知らせ

時
か
ら

◦�

場
所
＝
霧
島
神
宮
（
雨
天
の
場

合
は
霧
島
市
民
会
館
）

◦�

入
場
料
＝
３
５
０
０
円
（
前
売

り
３
０
０
０
円
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
神
宮
☎

（
57
）０
０
０
１

募　

集

霧
島
市
出
前
講
座

市
職
員
な
ど
が
地
域
に
出
向
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座

で
す
。
今
回
４
講
座
追
加
し
た
60

講
座
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

◦�

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
通
学
し
て
い
る
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
・
団
体

◦�

日
時
・
場
所
＝
平
日
・
休
日
を

問
わ
ず
、
午
前
９
時
～
午
後
９

時
の
間
で
２
時
間
以
内
（
12
月

29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）
開

催
場
所
は
市
内
に
限
る
。

◦�

講
師
料
＝
無
料

◦�

追
加
講
座
名
＝
「
環
霧
島
会
議

講
座
」「
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
よ
う
」

「
土
地
区
画
整
理
事
業
講
座
」

◦�

申
込
方
法
＝
広
報
広
聴
課
、
各

総
合
支
所
な
ど
に
あ
る
講
座
一

広
聴
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
５
５

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
定
着
と
拡

大
を
図
る
た
め
実
施
し
ま
す
。

◦�

部
門
＝
学
校
（
小
・
中
学
校
、

高
校
）、
一
般
（
地
区
自
治
公

民
館
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
供
会
、
通
り
会
、
事
業
所
な

ど
）、
家
庭
（
一
般
家
庭
）

◦�

審
査
対
象
＝
春
か
ら
秋
の
花
づ

く
り
状
況
、
花
づ
く
り
を
通
し

て
の
街
・
地
域
・
人
づ
く
り
の

状
況

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
29
日（
金
）

※�

申
込
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
道
義

高
揚
・
豊
か
な
心
推
進
協
議
会

事
務
局
（
総
務
課
市
民
運
動
推

進
室
）
☎（
64
）０
９
１
５

花
の
苗
を
配
布
し
ま
す

市
道
や
公
園
な
ど
を
花
い
っ
ぱ

い
に
す
る
た
め
配
布
し
ま
す
。

◦�

対
象
団
体
＝
地
区
自
治
公
民
館
、

学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
通
り
会
、
企
業
、
そ
の
ほ

か
地
域
活
動
を
行
う
団
体

覧
を
確
認
の
上
、
申
込
用
紙
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
あ
り
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報

広
聴
課
広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
５
５

健
康
運
動
普
及
推
進
員

養
成
講
座
の
募
集

健
康
運
動
普
及
推
進
員
と
は
、

市
民
に
健
康
と
運
動
の
知
識
を
普

及
し
、
日
常
生
活
の
中
で
運
動
習

慣
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
お

手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
か
た
で
す
。

各
地
区
で
活
発
な
運
動
普
及
の

推
進
が
で
き
る
よ
う
健
康
運
動
普

及
推
進
員
を
増
員
す
る
た
め
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

対
象
＝
お
お
む
ね
70
歳
以
下
で

運
動
に
関
心
が
あ
り
推
進
員
の

活
動
が
で
き
る
か
た

◦�

募
集
人
員
＝
30
人

◦�

申
込
期
間
＝
５
月
７
日（
木
）～

18
日（
月
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康

増
進
課
☎（
64
）０
９
０
５

市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

市
で
は
共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
公
益
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
募

集
し
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。（
市
民
活
動
支
援
事
業
補

助
事
業
）

◦�

応
募
で
き
る
団
体
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
市
民
グ
ル
ー
プ

◦�

対
象
事
業
＝
公
益
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
市
民
活
動

◦�

補
助
内
容
＝
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
で
50
万
円
を
限
度

（
昨
年
度
の
採
択
事
業
で
継
続

す
る
場
合
は
２
分
の
１
以
内
）

◦�

審
査
の
方
法
＝
書
類
審
査
・
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

◦�

応
募
方
法
＝
５
月
15
日（
金
）ま

で
応
募
書
類
を
郵
送
か
持
参

※�

詳
細
は
募
集
要
項
（
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
各
総
合
支
所
な
ど

に
設
置
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生

協
働
推
進
課
☎（
64
）０
９
８
８

第
58
回
市
長
と
ラ
ン
チ
で

語
イ
も
ん
そ
会

６
人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
を
２
グ

ル
ー
プ
募
集
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
５
月
18
日（
月
）正
午
～

午
後
１
時

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
行
政
棟
３
階
第
１
応
接
室

◦�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

◦�

申
込
期
限
＝
５
月
１
日（
金
）

※
開
催
日
を
変
更
す
る
場
合
あ
り

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報

お
知
ら
せ

期日 講　義　内　容 実技内容

6/10
（水）

・開校式、オリエンテーション
・ストレッチ体操について ストレッチ体操

6/24
（水）

生活習慣病
（健康づくりのための運動指針 2006） ストレッチ体操作成

7/8
（水）

身体活動量（メッツ・時）
（健康づくりのための運動指針 2006）

タオル体操
みんなの体操

7/22
（水） 救急法 ソフトジム体操

コアトレーニング

8/19
（水） 体力測定方法 体力測定体験

および測定補助

8/26
（水） 運動行動を促すポイント ウォーキング方法

9/9
（水） 高齢者運動指導方法 転倒予防運動

9/30
（水）

身体機能解剖学
サーキットトレーニング

サーキットトレーニング
筋力トレーニング作成

10/7
（水） 障害と予防 教室の組み立て方

10/21
（水） 終了式・今後の活動について

◎場所／時間＝いきいき国分交流センター／午後２時～４時
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◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生

涯
学
習
課
☎（
42
）１
１
１
８
、

℻（
43
）５
３
８
０
、
メ
ー
ル

gakusyu@
city-kirishim

a.jp

霧
島
市
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
中
学
生
、

高
校
生
で
、
国
際
交
流
に
関
心

が
あ
り
、
心
身
健
康
で
団
体
行

動
の
と
れ
る
者
。
事
業
に
関
す

る
事
前
事
後
の
研
修
な
ど
に
す

べ
て
参
加
で
き
る
者

◦�

応
募
方
法
＝
派
遣
申
込
書
を
学

校
を
通
じ
て
提
出

◦�

提
出
締
切
＝
５
月
13
日（
水
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
企
画
政
策

課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
）
☎

（
64
）０
９
１
４

介
護
保
険

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

事
業
者
説
明
会

霧
島
市
が
事
業
所
指
定
を
行
う

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

の
新
規
参
入
希
望
者
に
対
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。新
た
に「
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
参
入

を
検
討
し
て
い
る
事
業
予
定
者
は
、

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
５
月
13
日（
水
）午
後
２

時
～
４
時

◦�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
大
会
議
室

◦�

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
７
日（
木
）

※
参
加
者
は
１
法
人
２
人
ま
で

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
長

寿
・
障
害
福
祉
課
長
寿
・
介
護

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９
５

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
」
会
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
が
連

携
し
て
実
施
し
ま
す
。

◦�

テ
ー
マ
＝
隼
人
学
「
地
域
遺
産

と
ま
ち
づ
く
り
」
～
10
年
の
検

証
～

◦�

受
講
料
＝
２
０
０
０
円

◦�

定
員
＝
１
５
０
人

◦�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
11
日（
月
）

※�

期
日
厳
守
、
申
込
書
は
事
務
局

に
あ
り
ま
す
。

◎�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
道
義

高
揚
・
豊
か
な
心
推
進
協
議
会

事
務
局
（
総
務
課
市
民
運
動
推

進
室
）
☎（
64
）０
９
１
５

ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
霧
島

受
講
生
募
集

教
育
委
員
会
、
志
學
館
大
学
、

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

ン
タ
ー
は
、
育
児
の
援
助
を
し
て

ほ
し
い
か
た
（
依
頼
会
員
）
と
、

援
助
を
し
た
い
か
た（
提
供
会
員
）

を
結
び
、
そ
れ
ら
の
援
助
活
動
を

有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
会

員
組
織
で
す
。

◦�

依
頼
会
員
＝
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
か
た
で
、
生
後
３

か
月
以
上
か
ら
小
学
生
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
か
た

◦�

提
供
会
員
＝
市
内
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康

な
か
た
で
、
自
宅
で
子
ど
も

を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
か
た

（
資
格
不
要
）

※�

提
供
会
員
の
活
動
に
対
し
て
基

準
額
に
よ
る
報
酬
あ
り
。

※�

随
時
、
電
話
で
申
し
込
み
受
け

付
け
中
。
登
録
に
は
同
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
会
の
受

講
が
必
要
で
す
。

※�

会
員
に
な
る
に
は
５
月
26
日

（
火
）
に
開
催
す
る
全
体
講
習

会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

霧
島
☎（
48
）９
３
５
０

パ
ソ
コ
ン
講
座

２
０
１
／
60
歳
か
ら
始
め
る
パ

ソ
コ
ン
講
座

●
５
月
19
日（
火
）～
20
日（
水
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員
＝
20
人
（
市
民
対
象
）

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

コ
ー
ス
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
往
信
面

の
右
側
に
は
何
も
記
入
し
な

い
）

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
７
日
（
木
）

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９
４

国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

全
国
公
募
南
九
州
水
墨
画
展

作
品
募
集

◦�

応
募
条
件
＝
自
作
未
発
表
の
作

品
（
墨
を
主
体
と
し
た
墨
彩
画

を
含
む
水
墨
画
）

◦�

出
品
料
＝
１
点
５
０
０
０
円
、

２
点
目
以
降
２
０
０
０
円
、
一

人
４
点
ま
で

◦�

応
募
書
類
締
切
＝
６
月
13
日

（
土
）
必
着

※�

応
募
書
類
の
郵
送
を
希
望
す
る

か
た
は
封
筒
に
「
募
集
要
項
希

望
」
と
明
記
し
１
２
０
円
切
手

を
同
封
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
６
月
５
日（
金
）ま
で
】

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
松
下

美
術
館
☎（
55
）３
３
５
０
、〒
８

９
９
︲
４
５
０
１
福
山
町
福
山

７
７
１

パ
ソ
コ
ン
講
座

◦�

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分
（
⑤
は
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
）

◦�

対
象
＝
①
は
パ
ソ
コ
ン
が
初
め

て
の
か
た
、
そ
れ
以
外
は
マ
ウ

ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
が
で

き
る
か
た

◦�

受
講
料
＝
②
・
⑥
は
４
０
０
０

円
、
そ
れ
以
外
は
７
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
県
人

材
育
成
セ
ン
タ
ー
☎（
47
）
３

０
９
０

パ
ソ
コ
ン
講
座

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
㈶
か

ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
上

野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
☎（
45
）

３
５
１
１

上
床
運
動
公
園
講
座
生
募
集

●
卓
球
講
座

◦�

期
日
＝
毎
週
水
曜
日

◦�

時
間
＝
午
後
７
時
30
分
～
９
時

30
分

◦�

受
講
料
＝
２
０
０
０
円

●
硬
式
テ
ニ
ス
講
座

◦�

期
日
＝
毎
週
土
曜
日

◦�

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

◦�

受
講
料
＝
２
５
０
０
円

国立公園内の各種行為は手続きが必要です
国立公園内の自然を守るため、自然公園法に基づき、
各種行為が規制されています。次のような行為を行う場
合には、事前に許可申請または届け出の手続きが必要で
す。
●�手続きが必要な行為（抜粋）
●工作物の新築・改築・増築●木竹の伐採●木竹以外
の植物の採取、損傷●動物（卵を含む）の捕獲、殺傷、
損傷●鉱物、土石の採取●河川、湖沼の水位・水量の増
減●指定湖沼への汚水、廃水の排出●物の集積、貯蔵（屋
外）●広告物の掲出（案内板、慰霊碑、銅像など含む）
●水面の埋立て・干拓●土地の開墾・土地の形状変更●
屋根・壁面などの色彩の変更
※�行為の内容・規模によっては、許可・届け出が要らな

いものがあります。また、許可できない場合もあります。
●罰則
自然公園法に違反したときは、懲役または罰金に処せ

られることがあります。

植物などの盗採は禁止です
霧島連山では春の花が見ごろを迎えています。自然豊

かな霧島連山は、私たちに四季折々の感動を与えてくれ
ます。しかし、その豊かな自然が一部の人たちの心ない
行為によって損なわれることがあります。
毎年、森林管理署などが実施している盗採防止検問で

も盗採者が発見されています。一輪だけという軽い気
持ちのかたもいれば、貴重な植物を販売目的で根こそぎ
取っていく人もいます。国立公園に指定された場所での、
植物・土石などの採取は禁止されていますのでご協力を
お願いします。
◎�問い合わせ先＝えびの自然保護官事務所☎ 0984（33）
1108、県自然保護課霧島市駐在☎（76）2061

事 業 名 ①青少年ホームステイ体験事業 ②霧島市国際交流協会派遣事業

目 的
日本を離れ、言語が異なる国の家庭
で生活をしながら、自己を見つめ、
異なる文化を考え、国際感覚を持っ
た青少年の育成

学校交流を通して、人や異文化に直
接触れることで、グローバルな視野
や感覚を身につけ、国際性豊かな青
少年の育成

派 遣 地 アメリカ合衆国 マレーシア（マラッカ州）

期 間 7月下旬から１か月間 ７月31日～８月７日
（期日変更あり）

研修内容
◎�平日(4日間)は英語の授業
◎�週一日アメリカの観光地等の研修
◎�週末はホストファミリーと過ごす

◎�現地の学校及び学生との交流
◎�マラッカやクアラルンプールの文
化・習慣・歴史について学ぶ

募集人員 中・高校生12人 中・高校生12人

自己負担 約250,000円 約80,000円

講　　座　　名 期　　間

① 初めてのパソコン 5月11日～ 26日
(毎週月・火・水)

② 初級者の
ホームページ作成

6月1日～�4日
　(月～木)

③ 初級者のワード 6月22日～�7月�1日
(毎週月・火・水)

④ 初級者のエクセル 7月13日～ 23日
(月～水、火～木)

⑤ パソコン基礎(昼) 7月27日～ 29日
　(月～水)

⑥ プレゼンテーション基礎 8月�3日～��5日
　(月～水)

講座名 期間 受講料

Access基礎 5/13～14 10,000円

ネットワーク管理者になるため
のＬＡＮ入門 5/19～20 20,000円

DreamweaverとFireworks
（Web制作） 5/27～28 10,000円

Visual�Basic.NET入門 6/9～11 15,000円

Illustrator
（デザイン制作の基礎） 6/16～17 10,000円

Access応用 6/25～26 10,000円

※定員になり次第締め切ります。

講義・学習内容 講  　師 期日・会場
開講式 5月9日（土）　9:45 ～ 12:00�

志學館大学第2講義棟グリーンツーリズム 
いやしろの地　霧島のムラたび 「九州のムラ」編集長　養父信夫

地域遺産を活
い

かしたＮＰＯと 
コミュニティビジネスの展開

NPO法人かごしまＮＰＯ支援セ
ンター理事長　小浜洋一

6月13日（土）　9:45 ～ 11:45�
志學館大学第2講義棟

持続可能な開発のための 
教育（ESD）と地域づくり

鹿児島大学生涯学習教育研究セン
ター准教授　小栗有子

7月11日（土）　9:45 ～ 11:45�
志學館大学第2講義棟

森と木の話 みどりの基金常務理事
大坪　弘幸

8月8日（土）　9:45 ～ 11:45�
志學館大学第2講義棟

地域でつなぐ食文化 
－これまでとこれから－

鹿児島女子短大非常勤講師
福司山エツ子

9月12日（土）　9:45 ～ 11:45�
志學館大学第2講義棟

鹿児島の水害と地域交流 鹿児島高専教授　疋田�誠 10月10日（土）　9:30 ～ 11:30�
鹿児島工業高等専門学校

全量芋仕込み焼酎 県工業技術センター研究専門員　
瀬戸口眞治

11月14日（土）　9:30 ～ 11:30�
鹿児島工業高等専門学校

私だけの地域資源 
－世間遺産って何だろう－

志學館大学非常勤講師／ＮＰＯ法人
まちづくり地域フォーラム　かごし
ま探検の会専務理事　東川隆太郎

12月12日（土）　9:30 ～ 11:30�
鹿児島工業高等専門学校

環境と景観　この 10 年 志學館大学准教授　江﨑一朗　 1月16日（土）　9:30 ～ 11:30�
鹿児島工業高等専門学校

シンポジウム コーディネーター：志學館大学教授
岩橋惠子 2月13日（土）　9:30 ～ 12:00�

鹿児島工業高等専門学校閉講式

国立公園の自然を守る
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の
観
光
協
会
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
大
き
な

力
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
今
回
の
合
併
。「
１

０
０
年
に
一
度
の
不
況
の
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

と
と
ら
え
、
霧
島
の
観
光
を
盛
り
上
げ
た
い
」

と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。
ま
た
４
月
１
日

付
け
で
霧
島
市
特
産
品
協
会
の
会
長
に
も
就

任
、
観
光
と
特
産
品
と
の
連
携
も
模
索
中
。

最
後
に
徳
重
さ
ん
は
「
国
立
公
園
で
あ
る

霧
島
は
私
た
ち
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
ま
た
霧
島
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
る
こ
と
は
、霧
島
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
私
た
ち

観
光
協
会
も
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

な
魅
力
的
な
霧
島
市
を
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
、

力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

法
務
局
霧
島
支
局
☎（
45
）０
０

６
４

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
ご
と
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

〈
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
〉

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

広
聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）
０
９

５
５

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

期
日
・
時
間
・
場
所

●�

５
月
９
日（
土
）午
後
０
時
30
分

～
５
時
／
霧
島
市
働
く
婦
人
の

家
／
要
予
約

●�

５
月
26
日（
火
）午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
／
隼
人
庁
舎
／
予

約
不
要
／
電
話
相
談
可

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

事
業
所
へ
勤
務
す
る
女
性

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
１
４

発
達
相
談

◦�

期
日
＝
５
月
13
日（
水
）・
20
日

（
水
）・
28
日（
木
）、
６
月
３
日

（
水
）・
10
日（
水
）・
17
日（
水
）・

25
日（
木
）

◦�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

◦�

対
象
者
＝
発
達
障
が
い
者（
児
）

や
そ
の
疑
い
の
あ
る
者（
児
）ま

た
は
そ
の
保
護
者

◦�

場
所
＝
福
祉
事
務
所
相
談
室

（
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１

階
）

※
電
話
な
ど
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
長

寿･

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
９
５

◦�

受
付
＝
５
月
５
日（
火
）か
ら

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分

総
合
プ
ー
ル
☎（
46
）９
４
０
０

弓
道
教
室
受
講
生
募
集

◦�

期
間
＝
【
初
心
者
コ
ー
ス
】
５

月
16
日
～
７
月
18
日
（
毎
週
土

曜
）
午
前
10
時
～
12
時

◦�

場
所
＝
国
分
弓
道
場

◦�

受
講
料
＝
４
１
０
０
円

◦�

対
象
＝
市
内
在
住
の
一
般
成
人

20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

◦�
申
込
期
限
＝
５
月
９
日（
土
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分

弓
道
連
盟
（
上
原
）
☎（
45
）１

２
０
９

相　

談

人
権
相
談

◦�

相
談
は
無
料
（
予
約
不
要
）

◦�

相
談
日
・
場
所

●�

５
月
14
日（
木
）霧
島
総
合
支
所

●�

５
月
21
日（
木
）国
分
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

◦�

相
談
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
地
方

◦�

期
間
＝
５
月
～
７
月
（
10
回
）

◦�

対
象
＝
成
人
男
女
（
市
内
外
問

わ
ず
）

◦�
定
員
＝
各
講
座
25
人

◦�
申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。（
往
信
面
の
右
側
に
は
何

も
記
入
し
な
い
）

◦�

申
込
締
切
＝
５
月
10
日（
日
）当

日
消
印
有
効

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
上
床

運
動
公
園
☎
（
58
）
２
４
５
１
、

〒
８
９
９
︲
６
４
０
４
、
霧
島

市
溝
辺
町
麓
３
３
９
１

国
分
総
合
プ
ー
ル
情
報

●
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア

◦�

期
間
＝
６
月
５
日
～
７
月
24
日

（
毎
週
金
曜
・
８
回
）
午
後
２

時
～
３
時

◦�

定
員
＝
30
人
（
成
人
男
女
）

◦�

受
講
料
＝
３
３
６
０
円

●
ジ
ュ
ニ
ア
短
期
水
泳
教
室

◦�

期
間
＝
５
月
31
日
・
６
月
14
日

６
月
28
日
・
７
月
12
日
（
日
曜
・

４
回
）
午
前
10
時
～
11
時

◦�

定
員
＝
50
人
（
小
学
生
）

◦�

受
講
料
＝
２
１
０
０
円

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

霧
島
市
で
は
、
子
育
て
支
援

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
４
月
１

日
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

を
小
学
校
就
学
前
ま
で
拡
充
し
、

医
療
保
険
の
自
己
負
担
額
分
を

全
額
助
成
し
ま
す
。
新
し
い
受

給
資
格
者
証
を
３
月
末
に
送
付

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
旧
資
格

者
証
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
改
正
に
よ
る
手
続
き

は
不
要
で
す
が
、
記
載
内
容
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
本
庁
ま

た
は
各
総
合
支
所
の
窓
口
で
変

更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
変
更
前
】

◦�

対
象
＝
６
歳
未
満

◦�

助
成
額
＝
０
歳
～
３
歳
未
満

は
全
額
。
３
歳
～
６
歳
未
満

は
一
部
助
成

【
変
更
後
】

◦�

対
象
＝
小
学
校
就
学
前
（
６

歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）

◦�

助
成
額
＝
全
額
助
成
（
４
月

診
療
分
か
ら
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童
福
祉

課
☎（
64
）０
９
９
１
、
ま
た

は
隼
人
庁
舎
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

魅
力
的
な
霧
島
市
を

コ
ー
ディ
ネ
イ
ト

霧
島
市
観
光
協
会
が
本
格
ス
タ
ー
ト

「
何
で
も
前
向
き
に
考
え
る
性
格
で
す
」

と
笑
顔
で
話
す
徳
重
克か

つ

彦ひ
こ

さ
ん
は
、
４
月
１

日
付
け
で
市
内
４
つ
の
観
光
協
会
が
合
併
し

た
「
社
団
法
人
霧
島
市
観
光
協
会
」
の
初
代

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

大
霧
島
観
光
協
会
（
牧
園
地
区
）、
国
立

公
園
霧
島
観
光
協
会
（
霧
島
地
区
）、
霧
島

市
国
分
観
光
協
会
、
霧
島
市
隼
人
町
観
光
協

会
の
４
団
体
は
、
３
月
30
日
の
通
常
総
会
で

正
式
に
合
併
し
ま
し
た
。
会
員
数
は
こ
れ
ま

で
観
光
協
会
の
な
か
っ
た
横
川
・
溝
辺
・
福

山
地
区
を
含
め
た
２
３
５
の
法
人
と
個
人
。

前
年
度
ま
で
国
分
観
光
協
会
の
会
長
を
し

て
い
た
徳
重
さ
ん
は
、
国
分
地
区
で
明
治
初

期
か
ら
続
く
有
限
会
社
徳
重
製
菓
５
代
目
の

社
長
。
京
都
の
大
学
を
卒
業
し
、
証
券
会
社

に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
５
人
兄
弟
の
末
っ

子
で
、
学
生
の
こ
ろ
に
は
上
の
兄
弟
４
人
は

医
師
を
目
指
し
て
お
り
、「
自
分
が
跡
を
継

ぐ
の
か
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

28
歳
で
鹿
児
島
に
帰
郷
、
32
歳
の
と
き
に
父

親
が
亡
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
社
長
と
し
て

持
ち
前
の
明
る
さ
と
前
向
き
な
性
格
で
会
社

を
経
営
し
て
き
ま
し
た
。

不
況
の
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス

就
任
の
あ
い
さ
つ
で
「
一
人
だ
と
愚ぐ

痴ち

に

な
り
、
10
人
だ
と
声
に
な
り
、
１
０
０
人
だ

と
力
に
な
る
。
千
人
、
万
人
で
国
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
る
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
４
つ

徳重克彦さん
国分出身、昭和41年１月生まれ。平成10年に㈲徳重製菓（国
分とらや）第5代社長となる。平成18年に県商工会議所青年
部会長。平成21年に市観光協会長と市特産品協会長に就任。

期　日 時　間 場　　　所
5月 8日（金） 9:00 ～ 12:00 牧園老人福祉センター

5月19日（火）
9:00 ～ 11:00 福山公民館分館
13:00 ～ 15:00 福山公民館

5月19日（火）
13:00 ～ 15:00 溝辺総合支所 1階相談室

5月23日（土）
5月20日（水） 9:00 ～ 12:00 隼人庁舎宿直室

5月21日（木）
10:00 ～ 12:00

国分公民館
13:00 ～ 15:00
10:00 ～ 15:00 霧島総合支所 1階和室

6月 1日（月） 10:00 ～ 15:00 横川健康温泉センター２階

※各地区の地域振興課または広報広聴課へご連絡ください。



◎日曜・祝日薬局日程表 姶良郡薬剤師会

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表

◎原則として往診はいたしません。
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◀◀◀保健だより

心
の
健
康
相
談

す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

４
月
か
ら
「
心
の
健
康
相
談
」
を

始
め
ま
す
。

心
の
病
気
は
誰
で
も
か
か
り
う

る
病
気
で
す
。
心
が
疲
れ
て
く
る

と
、
眠
れ
な
い
、
不
安
が
強
く
な
る
、

ほ
か
の
人
が
言
う
こ
と
や
態
度
が

気
に
な
る
、
お
酒
を
飲
ま
ず
に
い

ら
れ
な
い
、
職
場
に
行
く
こ
と
が

つ
ら
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
て
き

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

※�

予
約
が
必
要
で
す
。
希
望
さ
れ

る
か
た
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦�

場
所
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー

◦�

ス
タ
ッ
フ
＝
臨
床
心
理
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
す
こ
や
か
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
（
43
）
０
４
８

６

小
児
科
・
内
科
夜
間
救
急
診
療

◦�

月
～
金
曜
日
（
受
付
時
間
）

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

◦�

土
曜
・
日
曜
・
祝
休
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
医
師

会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
１

７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近
く
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
郡
歯
科

医
師
会
☎（
58
）４
３
８
８

姶良郡薬剤師会　☎（64）2239 ／ＦＡＸ（43）3299	

月　日 曜日 地　区 病　　院　　名 診 療 科 目 電　話

５月３日 日

国 分 前田産婦人科クリニック 産婦人科 46−6800
隼 人 きりしま内科リハビリクリニック 内リハ神経内科 64−2222
加治木町 大井病院 内科外科 63−2291
姶 良 町 こまき内科循環器科クリニック 内科循環器科 67−8899
牧 園 霧島温泉クリニック 内科 78−2338
国 分 いぢち眼科 眼科 47−3618
隼 人 かわの小児科 小児科 42−8866

４日 月

国 分 霧島記念病院 内科 47−3100
隼 人 みつお産婦人科 産婦人科 44−9339
加治木町 加治木温泉病院 内科 62−0001
姶 良 町 錦江クリニック 内外循環器科 67−7755
湧 水 町 くりの後庵クリニック 内科 74−1500
姶 良 町 神村眼科 眼科 64−5556
加治木町 すこやかクリニック 小児科 62−0308

５日 火

国 分 井料クリニック 脳神経外科 46−9300
隼 人 吉玉リウマチ・内科クリニック リウマチ科内科 42−2755
加治木町 ザ王病院 内科 62−4611
姶 良 町 いわつぼ耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 66−3387
牧 園 春田医院 内科外科胃腸科 76−0053
隼 人 隼人福島眼科 眼科 64−2940
国 分 ふたばクリニック 小児科 57−5555

６日 水

国 分 石塚内科 内科 45−0419
隼 人 ひなたやま整形外科 整形外科 44−8118
溝 辺 徳永医院 内皮膚小児科 58−2302
姶 良 町 河俣内科 内呼循環器科 67−8005
湧 水 町 吉松温泉医院 内科 75−3311
加治木町 西眼科医院 眼科 62−2526
加治木町 なかむら小児科 小児科 64−3711

10日 日

国 分 宮内皮ふ科クリニック 皮膚科 46−8612
霧 島 霧島杉安病院 内科 57−1221
加治木町 松下亮治内科 内科循環器科 62−0084
姶 良 町 でぐち耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 67−3342
湧 水 町 林内科医院 内科小児科 75−2047
隼 人 椎原眼科医院 眼科 43−1050
国 分 きたはらこどもクリニック 小児科 64−0677

17日 日

国 分 田中医院 内科小児科 46−0315
隼 人 さくら皮膚科 皮膚科 42−0219
加治木町 徳重クリニック 内科耳鼻咽喉科 62−2672
姶 良 町 ながた脳神経外科 脳神経外科 67−7500
横 川 伊東内科クリニック 内消呼吸器科 72−9088
姶 良 町 青雲会病院眼科 眼科 66−3080
姶 良 町 あいら小児科 小児科 66−0115

24日 日

国 分 国分脳神経外科 脳神経外科 64−0059
隼 人 永田医院 内科 42−3402
加治木町 おばた泌尿器科・ひふ科 泌尿器皮膚科 62−7100
姶 良 町 荒武整形外科クリニック 整形外科 64−5111
湧 水 町 田代医院 内科循環器科 74−2075
姶 良 町 田中眼科医院 眼科 65−3986
国 分 いかりこどもクリニック 小児科 48−5858

31日 日

国 分 うえぞの内科クリニック 内循環消呼吸器科 48−6555
隼 人 酒匂クリニック 整形外科 43−8660
溝 辺 佐藤医院 内科小児科 59−2607
姶 良 町 前田皮膚科 皮膚科 65−1015
牧 園 大庭医院 内科小児科 76−1984
国 分 高倉眼科 眼科 47−7300
姶 良 町 こどもクリニック山﨑 小児科 65−1350

月　日 曜日 地　区 薬　　　局　　　名 電　話
５月３日 日 隼　　 人 けやき薬局 44−7001

４日 月 国　　 分 ㈱霧島市民薬局 45−4338

５日 火
国　　 分 国分ひろせ調剤薬局 46−9082
隼　　 人 隼人調剤薬局 44−6166
隼　　 人 ひなた調剤薬局 42−8704
国　　 分 おおぞら薬局 57−6220

６日 水 隼　　 人 はーぶ薬局 43−0424
隼　　 人 とざか薬局隼人店 64−2270

10日 日 隼　　 人 はやと第一薬局 43−6363
国　　 分 ニック調剤薬局国分西店 56−7577

17日 日 横　　 川 サン調剤薬局 72−1800
24日 日 国　　 分 イルカ調剤薬局 64−0883

国　　 分 きらら薬局 47−5656

31日 日

国　　 分 まいづる薬局 46−0628
隼　　 人 あもりがわ薬局 44−9211
溝　　 辺 ケーアイ調剤薬局溝辺店 59−1555
牧　　 園 寺脇薬局 76−2008
国　　 分 ひまわり薬局 48−5520
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て
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７
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０
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所
市
民
福
祉
課

地区 医療機関名
電話番号 BCG 三種混合

MR
1期・2期
3期・4期

二種混合
（小６）

日本脳炎
（要同意書）

接種開始日 4月1日 4月13日 4月13日 4月13日 未定

国分

青葉クリニック 64−0646 ○ ○ ○ ○ ○
いかりこどもクリニック 48−5858 ○ ○ ○ ○ ○
石塚内科 45−0419 ○ ○ ○
うえぞの内科クリニック 48−6555 ○
鵜木医院 45−0011 ○ ○ ○ ○
かのう医院 46−9111 ○ ○ ○ ○ ○
きたはらこどもクリニック 64−0677 ○ ○ ○ ○ ○
国分外科胃腸科 47−2311 ○ ○ ○
国分生協病院 45−4806 ○ ○ ○ ○ ○
清水内科 47−7173 ○ ○ ○ ○ ○
たちくら小児科 47−1211 ○ ○ ○ ○ ○
田中医院 46−0315 ○ ○ ○ ○
田中内科消化器科 46−6123 ○ ○ ○ ○
帖佐クリニック 64−0711 ○ ○ ○
浜田医院 45−0506 ○
ふたばクリニック小児科・皮膚科 57−5555 ○ ○ ○ ○ ○
プライマリケアむろ内科 46−6611 ○ ○ ○ ○ ○

福山 八木クリニック 56−3000 ○ ○ ○ ○

隼人

かわの小児科 42−8866 ○ ○ ○ ○ ○
きりしま内科リハビリクリニック 64−2222 ○ ○ ○ ○ ○
たぐち内科 42−0320 ○ ○ ○ ○ ○
永田医院 42−3402 ○ ○ ○ ○ ○
永山医院 42−0109 ○ ○ ○
浜崎病院 42−0349 ○ ○ ○ ○
隼人温泉病院 42−2151 ○ ○ ○ ○ ○
はやと整形外科 43−6111 ○ ○ ○ ○
まさやクリニック 64−2750 ○ ○ ○ ○ ○
森クリニック 42−8111 ○
山下内科クリニック 43−0460 ○ ○ ○ ○ ○
吉玉リウマチ・内科クリニック 42−2755 ○ ○ ○

横川 伊東内科クリニック 72−9088 ○ ○ ○ ○ ○
林内科 72−1818 ○ ○ ○ ○ ○

溝辺

壱岐医院 59−2019 ○ ○ ○ ○ ○
佐藤医院 59−2607 ○ ○ ○ ○ ○
とくだクリニック 64−1717 ○ ○ ○ ○
徳永医院 58−2302 ○ ○ ○ ○ ○

牧園
大庭医院 76−1984 ○ ○ ○ ○
霧島桜ヶ丘病院 78−3135 ○ ○ ○ ○
春田医院 76−0053 ○ ○ ○ ○

霧島 霧島杉安病院 57−1221 ○ ○ ○ ○ ○
竹田医院 57−0011 ○

◎個別予防接種委託医療機関一覧表 （50音順）

麻しん風しん混合（MR）予防接種について
（行政措置接種について）
　麻しんおよび風しん予防接種は１期の対象期間である２歳未満で接種できなかった場合、それ以
降の接種は保護者の実費負担ですが、保護者が申請書を提出した場合、公費負担で接種を受けられ
ます。（別途手続きが必要です。）

（ＭＲ３期・ＭＲ４期予防接種について）
　麻しんおよび風しんの予防接種を一度しか受けていない世代に対し、平成 20 年～ 24 年度の 5
年間に限り、中学１年生（ＭＲ３期）か、高校３年生（ＭＲ４期）で接種を受けられるようになり
ました。対象者には予診票などを個人通知します。

＊詳細については問い合わせください。

地区 実施場所 受付時間
実施日

（春季分） （秋季分）

国分 国分保健センター 13：00～ 13：30
５月25～ 29日
６月１日・５日
　　８～ 10日

11月17～ 20日
12月４日
　　 ７～ 11日
　　14～ 15日

隼人 すこやか保健センター 13：00～ 13：30 ５月20～ 22日
６月３～ ５日

11月19～ 20日
12月３～ ４日

牧園 牧園保健センター 13：15～ 13：30 ５月20日 11月18日
横川 横川保健センター 14：00～ 14：15 ５月25日 11月16日
溝辺 溝辺保健福祉センター 13：00～ 13：30 ５月19日・26日 11月17日・24日
福山 福山活性化センター 13：30～ 13：40 ５月14日 11月13日
霧島 霧島保健福祉センター 13：30～ 14：00 ５月21日 11月19日

◎ポリオ経口ワクチン日程表
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小
島　

敏
子　
　
　

71　
　

下
小
脇

◎
牧
園
町

田
中　

米
夫　
　
　

88　
　

中
津
川
７
区

松
田　

清
行　
　
　

58　
　

三
体
１
区

川
崎　

嘉
代
子　
　

63　
　

牧
園
５
区

湯
窪　

イ
ツ
子　
　

82　
　

中
津
川
８
区

松
岡　

マ
ス　
　
　

89　
　

高
千
穂
６
区

田　

ミ
ヤ
子　
　

100　
　

牧
園
４
区

前
田　

市
郎　
　
　

81　
　

栗
川

鎌
倉　

文
雄　
　
　

94　
　

牧
園
９
区

重
信　

正
廣　
　
　

51　
　

高
千
穂
７
区

成
政　

順
一　
　
　

51　
　

万
膳
３
区

◎
霧　

島

松
下　

正
男　
　
　

68　
　

牧
神

◎
隼
人
町

森
園　

フ
ミ　
　
　

85　
　

中
央
１

葊
元　

宏
司　
　
　

80　
　

し
ゅ
じ
ゅ
ど
ん

富
﨑　

良
隆　
　
　

70　
　

中
城
上

坂
元　

陶
吉　
　
　

83　
　

山
野
北

林　
　

繁　
　
　
　

100　
　

納
屋
５

北
田　

シ
ヅ
ヱ　
　

90　
　

里
上

北
井
上　

タ
メ　
　

91　
　

東
前

山
下　

ト
キ
ヱ　
　

72　
　

井
手
上

藤
浪　

妙
子　
　
　

83　
　

野
久
美
田
２

吉
留　

實
雄　
　
　

82　
　

湯
田

平
原　

キ
ク
エ　
　

86　
　

糸
走

吉
澤　

作
次
郎　
　

94　
　

真
孝
４

林　
　

勉　
　
　
　

85　
　

し
ゅ
じ
ゅ
ど
ん

米
永　

美
津
江　
　

80　
　

見
次
３

西
村　

キ
ミ　
　
　

83　
　

東
郷
団
地

松
岡　

政
男　
　
　

55　
　

湯
の
里

竹
山　

通
男　
　
　

90　
　

中
姫
城
東

◎
福
山
町

永
田　

正
勝　
　
　

69　
　

西
牧
之
原

國
師　

エ
イ
子　
　

84　
　

国
師

上
鍋　

久　
　
　
　

91　
　

西
牧
之
原

　
　

カ
ツ
ミ　
　

82　
　

小
廻

谷
山　

シ
カ　
　
　

88　
　

東
牧
之
原

◎
イ
ベ
ン
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

御
田
植
祭

◦�

日
時
＝
５
月
16
日（
土
）午
前
10
時
か
ら

◦�

場
所
＝
狭さ

野の

神
社
（
宮
崎
県
高
原
町
）

狭
野
神
社
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
稲
作
儀
礼

で
あ
り
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
、
奉
納
さ
れ
る
棒
踊
り
は
、

豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
た
島
津
義
弘
公
が
、

朝
鮮
出
兵
か
ら
の
凱が

い

旋せ
ん

後
に
、
将
兵
の
士
気

高
揚
の
た
め
に
各
地
区
の
神
社
に
奉
納
し
た

の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、
薩
摩
示じ

現げ
ん

流り
ゅ
うを

取

り
入
れ
た
勇
壮
な
舞
が
特
徴
的
で
す
。

ま
た
、
奉
納
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
伝
統
芸

能
に
、
奴

や
っ
こ

踊
り
が
あ
り
ま
す
。

◎	

問
い
合
わ
せ
先
＝
狭
野
神
社
☎
０
９
８
４

（
42
）１
０
０
７

さ
わ
や
か
フ
ェ
ス
タ
in

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の

◦�

日
時
＝
５
月
５
日（
火
）・
６
日（
水
）午
前

10
時
～
午
後
４
時

◦�

場
所
＝
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び
の
（
南
九

州
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
え
び
の
工

場
内
）

◦�

内
容
＝
青
空
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
物
産

品
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ふ
わ
ふ

わ
遊
具
コ
ー
ナ
ー
、
カ
ヌ
ー
試
乗
体
験
、

ア
イ
ス
作
り
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
え

び
の
牛
や
宮
崎
地じ

鶏ど
り

、
田
舎
そ
ば
な
ど
）

◎	

問
い
合
わ
せ
先
＝
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び

の
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
☎
０
９
８
４（
25
）４

２
５
５

市長交際費（3月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

日付 内　　容 金　額
3月 8日 関西福山会出席時祝儀 20,000 

3月12日 故山岸敬人氏（霧島市立福山・牧之原幼稚園長）
告別式時生花 10,500 

3月19日 「国分駐屯地岩村司令とふり返る一年」出席負担金
（出席者：市長、南副市長、福永副市長） 15,000 

3月20日 故田中敬也氏（消防団員）告別式時生花 10,000 
３月分合計 55,500 

御
田
植
祭

同じふるさとの山
「霧島山」を思う人々との集い

環霧島会議
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
で
は
び
っ
く
り
し
ま
せ
ん
。
で
も
、

「
う
ん
、
そ
ー
ね
え
」
と
少
し
期

待
に
答
え
る
よ
う
な
返
事
を
し
た

私
で
す
。
同
じ
年
ご
ろ
の
娘
を
持

つ
お
母
さ
ん
が
た
は
、
わ
が
家
の

会
話
を
聞
き
び
っ
く
り
さ
れ
ま
す
。

か
な
り
オ
ー
プ
ン
ら
し
い
で
す
。

こ
れ
が
わ
が
家
流
で
す
。
こ
の
お

か
げ
で
平
穏
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

こ
れ
か
ら
も
娘
が
い
ろ
ん
な
話
を

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。（
オ
ー
プ
ン
マ
マ
43
歳
女
性
）

●

親
子
で
歩
く
こ
と
自
体
う
ら
や

ま
し
い
。
心
が
通
う
家
族
の
会
話

は
大
切
で
す
ね
。

公
民
館
講
座
（
ふ
る
さ
と
探

訪
）
を
受
講
し
、
歴
史
に

関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
史
跡
を
訪
ね
て
記
念
碑
や

墳
墓
な
ど
構
造
物
を
見
る
と
残
念

な
が
ら
文
字
の
解
読
が
で
き
ま
せ

ん
。
伝
記
、
由
来
な
ど
の
説
明
は

教
育
委
員
会
が
説
明
書
き
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
年
号
、
氏
名
な
ど

判
読
で
き
る
と
郷
土
史
へ
の
興
味

が
増
し
、
郷
土
愛
も
は
ぐ
く
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
。
文
字
だ
け
で
も

「
拓
本
」
の
技
術
を
有
す
る
か
た

に
依
頼
し
て
復
元
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
人
的
、
予
算
的
な
対
応
が

困
難
な
ら
ば
地
元
周
辺
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
れ
ば
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。（
タ
ニ
ヤ
ン
67
歳
男
性
）

●

市
内
に
は
歴
史
的
建
造
物
も
多

く
、
興
味
の
あ
る
か
た
も
多
い
よ

う
で
す
。
子
ど
も
さ
ん
も
参
加
し

て
拓
本
教
室
な
ど
が
開
か
れ
る
と

楽
し
く
歴
史
を
学
べ
そ
う
で
す
。

モ
ク
レ
ン
の
花
が
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
広
報
が
届
い
た
ら
必

ず
読
む
市
長
コ
ラ
ム
、
３
月
号
の

「
結ゆ

い
の
力
」
と
い
う
言
葉
に
強

く
ひ
か
れ
ペ
ン
を
と
り
ま
し
た
。

コ
ラ
ム
の
中
に
「
霧
島
ふ
る
さ
と

命
の
森
を
つ
く
る
会
」
に
触
れ
ら

れ
て
い
て
、
１
本
の
ど
ん
ぐ
り
の

木
を
植
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
も
結
い
の
精
神
と
書
か
れ
て
お

り
、
深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。
子

を
持
つ
母
と
し
て
、
協
力
し
合
う

（
結
い
）
大
切
さ
を
は
ぐ
く
む
と

と
も
に
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
ト

ト
ロ
に
出
て
く
る
よ
う
な
す
て
き

な
森
を
残
せ
る
よ
う
に
、
微
力
で

す
が
私
も
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
33
歳
女
性
）

●

想お
も

い
が
伝
わ
り
、
人
々
が
行
動

に
移
す
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
結
い

の
精
神
が
広
が
る
と
よ
い
で
す
ね
。

毎
月
広
報
き
り
し
ま
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
私
の

住
む
地
区
で
は
班
ご
と
に
班
長
が

広
報
誌
を
郵
便
受
け
や
直
接
手
渡

し
で
届
け
て
い
ま
す
。
新
年
度
は

私
が
班
長
。
私
の
よ
う
に
楽
し
み

に
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
丁
寧

に
き
ち
ん
と
お
届
け
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
霧
島
は
日
本
、
世
界
に

誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
や
特
産

品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
多
く

の
か
た
に
霧
島
の
よ
さ
を
伝
え
る
、

そ
ん
な
役
目
を
心
に
担
い
な
が
ら

す
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
マ

ダ
ム
ジ
ュ
ゴ
ン
41
歳
女
性
）

●

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
市
の

情
報
が
伝
わ
る
こ
と
を
感
じ
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
愛
さ
れ

る
誌
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
19
通
の
お
便
り
が

あ
り
ま
し
た
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

昭
和
24
年
３
月
に
卒
業
し
た

当
時
の
東
国
分
村
上
川
小

学
校
の
同
窓
会
に
初
め
て
出
席
し

ま
し
た
。
宴う

た
げの

冒
頭
霧
島
市
在
住

の
同
窓
生
か
ら
、
広
報
誌
を
手
に

し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指

し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
、
わ

が
故
郷
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
子
ど
も
た
ち
は

検
校
川
で
ア
ユ
釣
り
を
楽
し
ん
で

い
る
か
と
聞
く
と
、
ア
ユ
は
少
な

く
な
っ
た
と
聞
き
、
淋さ

び

し
い
限
り

で
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
近
所

の
お
じ
さ
ん
と
一
緒
に
ア
ユ
を
と

り
、
河
原
で
酢
味み

噌そ

を
つ
け
て
骨

ご
と
食
べ
た
楽
し
い
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
検
校
川
の
再
生
を
夢
見

て
い
ま
す
。（
国
分
か
ら
遠
ざ
か

り
52
年
に
な
る
老
爺
72
歳
男
性
）

●

毎
年
稚
ア
ユ
を
放
流
す
る
検
校

川
漁
協
さ
ん
の
お
か
げ
で
し
ょ
う

か
。
今
年
の
ア
ユ
は
遡そ

上じ
ょ
うも

早
く
、

量
も
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

夫
が
他
界
し
て
郷
里
霧
島
市

に
兵
庫
県
か
ら
一
人
で
移

り
住
み
、
は
や
13
年
に
も
な
り
後

期
高
齢
と
は
夢
の
よ
う
で
す
。
私

の
一
生
の
願
い
は
い
か
に
巷ち

ま
たの

ゴ

ミ
を
減
ら
す
か
で
す
が
、
市
報
の

現
状
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
最
近
は
減
っ
て

い
ま
す
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
も
約
３
割
は
減
っ
て
い
ま
す
し
、

各
自
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
る
こ
と
が
う
れ
し
で
す
。

先
般
ポ
ス
ト
に
き
れ
い
な
マ
イ

バ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
75
歳
女
性
）

●

マ
イ
バ
ッ
ク
は
霧
島
市
環
境
保

全
協
会
か
ら
ゴ
ミ
減
量
推
進
の
た

め
会
員
の
皆
さ
ん
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
の
輪
が

ど
ん
ど
ん
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

１
月
号
読
者
の
声
に
広
瀬
海

岸
ク
リ
ー
ン
隊
活
動
開
始

と
い
う
お
便
り
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
す

る
人
や
グ
ル
ー
プ
が
地
域
で
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
も
の
で

す
。
私
も
７
年
前
に
退
職
し
ま
し

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

た
。
そ
こ
で
運
動
不
足
を
解
消
し

よ
う
と
思
い
、
歩
く
こ
と
を
実
行

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
に
道
沿
い
の
至
る
と
こ
ろ
に
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
る
の
に
情
け
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ゴ
ミ
を

少
し
ず
つ
拾
っ
て
歩
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
レ
ジ
袋
を
持
っ
て
、
最

初
は
ゴ
ミ
を
拾
う
と
き
の
第
一
歩

に
心
理
的
な
恥
ず
か
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
恥
ず
か
し
さ
を
抑
え

て
実
行
す
る
と
す
ぐ
に
慣
れ
て
き

ま
す
。
も
う
こ
う
な
れ
ば
恥
ず
か

し
い
気
持
ち
は
吹
き
飛
び
ま
す
。

あ
と
は
実
行
あ
る
の
み
で
す
。（
年

金
生
活
者
66
歳
男
性
）

●

人
が
捨
て
て
人
が
拾
う
。
お
か

し
な
こ
と
で
す
が
、
見
過
ご
さ
ず

実
行
す
る
の
は
す
ば
ら
し
い
。

長
女
が
高
校
の
看
護
科
専
門

課
程
を
修
了
し
、
今
月
末

看
護
師
と
し
て
県
外
へ
就
職
し
ま

す
。
病
院
の
た
ら
い
回
し
、
医
療

ミ
ス
な
ど
病
院
に
関
わ
る
事
件
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
で
も
娘
が
看

護
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
祖

父
の
入
院
。
今
多
い
脳の

う

梗こ
う

塞そ
く

で
し

た
。
い
ろ
い
ろ
大
変
で
し
た
が
、

家
で
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
看
護
師
さ
ん
の
お
か

げ
。
も
ち
ろ
ん
医
師
、
リ
ハ
ビ
リ

の
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の

力
、
す
べ
て
で
す
が
、
い
つ
も
患

者
さ
ん
の
そ
ば
で
に
こ
に
こ
声
を

か
け
、
や
さ
し
く
接
し
て
く
だ
さ

る
看
護
師
さ
ん
の
力
は
絶
大
で
す
。

面
会
に
訪
れ
る
私
で
さ
え
も
「
白

衣
の
天
使
」
っ
て
ま
さ
に
こ
れ
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
ふ
う

に
人
の
心
を
癒い

や

せ
る
看
護
師
に
な

り
た
い
と
い
う
の
が
娘
の
目
標
で

す
。
病
院
不
振
に
陥
る
報
道
が
多

い
中
、
人
の
力
に
な
り
た
い
と
巣

立
っ
て
い
く
看
護
師
１
年
生
も
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。（
霧
島
ユ
ロ
ン
43
歳
女
性
）

●

慣
れ
な
い
入
院
生
活
で
明
る
く

接
し
て
く
れ
る
看
護
師
さ
ん
。
苦

労
も
多
い
と
聞
き
ま
す
が
、
本
当

に
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
曜
日
の
こ
と
、

娘
と
二
人
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
る
と
突
然
高
校
２
年

生
の
娘
が
、「
お
母
さ
ん
、
私
に

彼
氏
が
で
き
て
び
っ
く
り
し

た
？
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
日

ご
ろ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て

く
れ
る
娘
で
す
の
で
、
そ
ん
な
話

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.75/2009.4）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

ハナニラ（ゆり科）

お便りをくださったかたの中から
数寄の宿 野鶴亭の温泉入浴券を
ペアで５人のかたにプレゼント。
応募締め切りは4月30日（木）当
日消印有効です。当選の発表は、
商品の発送を持ってかえさせてい
ただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます
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市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

◎人口／128,387人（＋13）
男性／ 61,955人（－５）
女性／ 66,432人（＋18）
出生 94人／死亡 114人
転入 343人／転出 315人
◎世帯数／57,043世帯（±0）

（平成21年３月１日現在）

4PRESENTS

E
D

IT
O

R
'S◎今月の表紙

３
月
下
旬
、
一
気
に
気
温
が
上
昇
し
、
暖
か
い
日
が
続
い

た
せ
い
か
、
桜
の
開
花
が
あ
っ
と
い
う
間
に
来
て
し
ま
い

ま
し
た
。
桜
吹
雪
も
卒
業
式
の
こ
ろ
ま
で
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
、
冷
え
込
む
日
が
続
き
、
満
開
の
桜

を
予
想
以
上
に
連
日
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水

に
映
っ
た
桜
並
木
と
子
ど
も
た
ち
の
カ
ラ
フ
ル
な
傘
と
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
に
惹ひ

か
れ
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
続
け
ま
し
た
。

３月22日  午後２時54分
国分西小学校並木道（福島三万桜）

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ28～135㎜F3.5～5.6
1/60s　F5.6　ISO100

※読者プレゼントを提供してくださるかたを募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださったかたの中から

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご覧
いただけます。パソコンをお持ちでない
かたも、インターネット接続可能な携帯
電話を利用して、霧島市ホームページの
情報の一部を検索できます。

溝 辺であった須川様祭の帰り道、近所のおばさんを見かけたので
一緒に帰ることに。車の中で談笑しながら驚いた。お年を聞くと

なんと82 歳。家から約６㌔を歩いてきたそうだ。年齢はおばあちゃんな
のに姿はおばさん。私も足腰を鍛えて永遠のおじさんを目指したい（ふ）

新 年度が始まりみんな希望を胸に新しいことに挑戦しようと考え
ているのでは。私も自己啓発本を読むとやる気がふつふつと沸

いてくる。読み終えると満足感でいっぱいだ。「よし、がんばろう」と思
う。でもしばらく経つと次の自己啓発本を手にしている自分が悲しい（た）

い よいよ新年度がスタート。市役所内も人事異動で新体制となっ
た部署も多々。私もここで丸３年が経ち、そろそろ異動？と思っ

ていましたが、その予感は当たりませんでした。ということで、これから
も皆さまのもとにお邪魔しますので、どうぞよろしくお願いします（あ）

大 隅横川駅で「横川げたんは」の販売が始まりました。地元の食生
活改善推進員のみなさんが試行錯誤を繰り返し、ようやくたどり

着いた横川生まれの伝統の味。しっとりと染み込んだ黒砂糖の奥深い
甘さは、どことなく懐かしい味です。みなさんも伝統の味をぜひ一度（み）

あ
い
さ
つ
か
ら

日
本
の
文
化
で
あ
る
礼
儀
作

法
と
い
う
と
少
し
難
し
く
な
り

ま
す
が
、「
あ
い
さ
つ
」
は
生

活
す
る
う
え
で
ご
く
自
然
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
最
近
で
は

そ
の
あ
い
さ
つ
が
希
薄
に
な
り
、

そ
れ
が
家
庭
生
活
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
や
職
場
で
の
人
間
関

係
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
覚
え
た

の
は
物
心
つ
い
た
こ
ろ
で
す
が
、

あ
い
さ
つ
を
し
て
も
ら
っ
た
の

は
生
ま
れ
て
間
も
な
い
こ
ろ
か

ら
の
は
ず
で
す
。
そ
し
て
学
校

で
も
習
い
、
社
会
で
も
常
に
必

要
性
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
は
新
し
い
学
年
、
新
生

活
を
迎
え
る
季
節
で
す
。
ス

タ
ー
ト
は
、
ま
ず
明
る
い
雰
囲

気
が
大
切
。「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
、
こ
ん
に
ち
は
、
お
疲

れ
さ
ま
で
す
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
こ
の
一
言
で
一
日

が
明
る
く
な
り
、
疲
れ
も
和
ら

ぐ
、
言
葉
が
人
の
心
に
栄
養
を

与
え
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ

ん
、
い
つ
も
、
い
つ
ま
で
も
お

子
さ
ん
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
、

子
ど
も
へ
の
声
か
け
、
ご
近
所
、

散
歩
で
の
あ
い
さ
つ
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
職
場
で
は
朝
一
番

の
あ
い
さ
つ
か
ら
。
も
ち
ろ
ん

市
職
員
も
明
る
い
あ
い
さ
つ
と

さ
わ
や
か
な
応
対
に
努
め
ま
す
。

錦江湾と桜島、そして秀麗な霧島山を望む日当山温泉郷。山河の麓、天降川沿いに凛
としてたたずむ数寄屋造りの温泉宿。四季を和む草花が人 を々やさしく迎え、季節感あ
ふれる旬の食事と趣

おもむき

のある温泉浴場は、贅
ぜい

沢
たく

を気軽に味わえる至福の時を刻みます。
●大浴場（サウナ・水風呂）●露天風呂（岩風呂・檜

ひのき

風呂・うたせ湯）

◎問い合わせ先＝ホテル数
す

寄
き

の宿
やど

  野
や

鶴
かく

亭
てい

  ☎0994（42）6400 http://www.yakakutei.com/

南霧島日当山温泉郷
数寄の宿 野鶴亭　温泉入浴券を
プレゼントします。

図書館だより▶▶▶

国
分
図
書
館

●
自
主
講
座
の
開
催

〈
お
は
な
し
入
門
講
座
〉

◦ 

期
間
＝
５
月
～
翌
年
３
月

◦ 

日
時
＝
毎
月
第
２
月
曜
日
、
午

前
10
時
～
12
時
（
８
月
休
み
）

◦  

定
員
＝
15
人
（
託
児
要
予
約
・

要
託
児
料
金
）

◦ 

参
加
費
＝
１
回
５
０
０
円

〈
こ
ど
も
の
本
と
お
は
な
し
サ
ー

ク
ル
〉

◦
期
間
＝
５
月
～
翌
年
２
月

◦�

日
時
＝
毎
月
第
３
月
曜
日
、
午

前
10
時
～
12
時

◦
定
員
＝
50
人
（
託
児
要
予
約
）

◦
参
加
費
＝
年
会
費
２
５
０
０
円

◦
場
所
＝
国
分
公
民
館

◦�

申
込
方
法
＝
国
分
図
書
館
に
申

込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
り
ん
ご
の
木

お
は
な
し
会
事
務
局（
福
迫
）☎

（
45
）５
４
３
４　

隼
人
図
書
館

●
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た
の
会

◦ 

日
時
＝
５
月
28
日（
木
）・
６
月

４
日（
木
）・
11
日（
木
）、
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

◦ 

場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
会
議
室　

◦ 

対
象
＝
親
子
（
３
歳
児
対
象
）、

20
組
（
要
申
込
）

◦ 

講
師
＝
細
川
真
弓
先
生

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎（
43
）７
５
７
４

各
種
映
画
会
開
催
の
案
内

●
春
の
映
画
祭

◦�
作
品
＝
ウ
ォ
ー
リ
ー
（
98
分
）

西
暦
２
７
０
０
年
の
荒
廃
し
た

地
球
と
広
大
な
宇
宙
を
舞
台
に
、

独
り
ぼ
っ
ち
で
地
球
に
残
さ
れ
た

ゴ
ミ
処
理
ロ
ボ
ッ
ト
、
ウ
ォ
ー

リ
ー
の
恋
と
冒
険
を
描
く
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
ア
ニ
メ

◦�

期
日
＝
５
月
24
日
（
日
）

◦�

上
映
＝
午
前
10
時
（
吹
き
替
え

版
／
開
場
午
前
９
時
30
分
）・

午
後
２
時
（
字
幕
版
／
開
場
午

後
１
時
30
分
）

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
無

料
）
予
約
不
要

●
な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

◦�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

◦�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

【
５
月
は
黒
澤
映
画
特
集
】

◦�

７
日
＝
七
人
の
侍（
２
０
７
分
）

◦�

14
日
＝
野
良
犬
（
１
２
２
分
）

◦�

21
日
＝
用
心
棒
（
１
１
０
分
）

◦�

28
日
＝
天
国
と
地
獄
（
１
４
３

分
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
１
９

◎しろやま号（移動図書館日程表）

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎問い合わせ先＝国分図書館　☎（64）0918（直通）

駐　　　車　　　場　　　と　　　時　　　間
日曜 9：50～10：10 10：15～10：35 10：40～11：00 11：05～11：25 14：20～14：40 14：45～15：05 15：10～15：30 15：35～16：00

1 金 自衛隊福島官舎 広瀬特貸宿舎10:20～10:40
ニュー福島団地
10:50 ～ 11:10

国分南ニュータウン
11:15 ～ 11:35

ロイヤルシティ
新町

奈良田団地
14:50 ～ 15:10

郡田ゆうゆうタウン
15:25 ～ 15:45

宮ノ前ニュータウン
15:50 ～ 16:10

8 金 検校橋団地 下井公民館前 西山下団地 大野原団地
11:10 ～ 11:30 四方田団地

ニュータウン
こいかん橋

夕日ヶ丘団地
（国分） 名波ハイタウン

12 火 鹿児島銀行国分マンション
サンコーポラス
国分重久 新清水団地 片平・三郷 グリーンヒル

郡田
つつじヶ丘
ニュータウン

天神台団地
15:15 ～ 15:30 重久団地

13 水 清水橋（姫城消
防詰所近く）

夢ヶ丘ニュータウン
10:20 ～ 10:40

サンヒルズ重久
10:45 ～ 11:05 敷根消防詰所横 川内団地

14:50 ～ 15:10
上井団地

15:15 ～ 15:30
城山団地

15:45 ～ 16:05

14 木 福島尾籠商店前 松木公民館 野口西高城
10:50 ～ 11:10 国分南小学校　　（13：10 ～ 14：00）

15 金 敷根新馬場 広瀬後町通 青葉小学校　　　（13：00 ～ 13：50）

19 火 川原小学校　　　（10：45 ～ 11：30） 国分北小学校　　（13：10 ～ 14：00）

20 水 木原小・中小学校　（10：10 ～ 11：30） 国分西小学校　　（13：10 ～ 14：00）

21 木 大塚団地
9：50 ～ 10：20

樗木段住宅
10：35 ～ 11：00

福山小学校
13：10 ～ 14：00

大廻地区公民館
14：20 ～ 14：40

22 金 持松小学校　　　（10：20 ～ 11：00） 霧島小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

26 火 塚脇小学校　　　（10：20 ～ 11：30） 国分小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

27 水 平山小学校　　　（10：30 ～ 11：00） 上小川小学校　　（13：10 ～ 14：00）

28 木 配本（さくら保育園･浄光保育園･国分西保育園･東国分保
育園･下井保育園･敷根保育園･いずみ理容･ひかり保育園） 向花小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

29 金 永水小学校　　　（13：10 ～ 14：00）

5月

※上記の巡回日程は、都合により変更することがありますので、ご了承ください。
◎公民館・共同利用施設は配本のみ　◎問い合わせ先＝隼人図書館 ☎（43）7574

場所
日時 宮内地区公民館 小 浜 小 学 校 新 川 団 地

５月13日（水) 10：30～11：00 13：05～13：50 14：20～14：50
場所

日時 富隈地区公民館 万 膳 小 学 校 湯の里団地 三 田 坪

５月14日（木) 10：30～11：00 13：10～13：40 14：25～14：45 14：55～15：15
場所

日時 姫城地区公民館 中福良小学校 中福良地区公民館 春光園 姫城地区公民館横

５月19日（火) 10：30～11：00 13：20～13：50 14：00～14：10 14：35～15：05 15：15～15：35
場所

日時 松永地区公民館 安 良 小 学 校 十文字団地

５月20日（水) 10：30～11：00 13：15～14：00 14：30～15：00
場所

日時 日当山地区公民館 竹 子 小 学 校 空港南タウン 天降川団地

５月21日（木) 10：30～11：00 13：15～14：00 14：30～15：00 15：20～15：50
場所

日時 天降川地区共同利用施設 佐 々 木 小 学 校 日当山幼稚園横 宇 都 団 地

５月22日（金) 10：30～11：00 13：15～14：00 14：40～15：00 15：10～15：30
場所

日時 小浜地区公民館 中 津 川 小 学 校 安楽消防分団駐車場

５月26日（火) 10：30～11：00 13：05～13：50 14：05～14：35
場所

日時 小野地区公民館 三 体 小 学 校 東郷団地

５月27日（水) 10：30～11：00 13：15～14：00 15：40～16：20

◎はやとすずかけ号（移動図書館日程表）
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